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大
正
九
年
台
湾
地
方
制
度
の
成
立
過
程

｜
｜
台
湾
稔
普
府
に
お
け
る
地
方
制
度
改
ホ
事
業
を
中
心
に
｜
｜
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台
湾
総
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ド
ピ
お
け
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f
り
制
比
改
木
事
主

↑川市

H
A川

）
明
rUI末
九
！
の
比
長
川
門
書
一
日
制
川
に
い
対
す
る
調
査

一
土

I

U

円
以
与
は
長
L
V
U
J

の
も
と
で
の
肌
h
M
H度
改
革
辛
幸
治

市
二
苅
初
代
丈
官
話
相
戸
川
佐
治
郎
の
登
場
、
以
、
ド
い
す
）

γ
ハ
け
九
年
一
世
平
山
抱
一
湾
民
y
J
制
庄
司
の
成
J

バ
、
官
総
告
別
〈
1
r

泊
々
村
主
改
平
事
件
市

吋
三
一
ん
凶
T

手
湾
総
督
府
地
方
制
性
件
／
N
ネ
r
心
一
什
川
以
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抽
司
令
業
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変
更
J
I

J

（
ノ
、
ノ
ヂ
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1
1
4

“
f
h

ト

は
じ
ぬ
に

本
山
山
間
は
、
大
v
H
初
昨
山
手
J

九汁）

謝

江主

徳

に
陪
従
さ
れ
た
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
地
点
刑
皮
改
日
中
市
玄
末
に
む
判
し
、
ト
ヘ
止
九
九
q台
湾
品
川
ん
剤
投
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r日

の
成
立
川
理
主
分
析
す
る
一
」
と
い
ぶ
り
、
川
町
古
汚
九
円
い
吋
府
に
お
け
る
地
し
パ
誌
で
川
構
想
二
一
共
体
的
1
6
制
夜
設
計
十
一
明
ら
か
に
、

7
Eノし）

ず
る
ー
も
の
で
為
る
の

J、
円問

大
正
九
年
に
合
凶
E
本ーの

つ
の
柏
民
地
ー
ー
か
す
わ
こ
郭
鮮
ー
ー
で
ほ
ぼ
河
時
に
期
方
制
定
改
革
？
？
肘
い
わ
れ
七
。
台
湾
の
場
弘
、
Y

A

刀
二
じ
け
に
劫
〈
μ
第
二
八
与
の
台
湾
総
督
利
治
占
官
官
制
l

町
、
月
一
一
ハ
〉
日
に
款
裁
を
江
町
て
律
令
村
山
一
一
号
心
一
什
減
州
引
に
日

Y
4

市
川
山
号
の

「
ム
ー
は
り
他
方
受
人
け
い
」
、

日仕事
hLFワ
り

ー
ム
！
湾
市
杭
」
、

川
内
第
ハ
l
↑勺（

U

1
台
湾
一
両
法
相
！

ヲ

G
C

が
山
叩
一
定
・
欠
十
相
さ
れ
に
u

大
rl
九
年

日
一
茂
木
日
一
つ
の
点
で
台
湾
地
五
円
治
史
一
宝
仙
民
で
L
h
J

る
と
い

~） 

ii 

地
方
行
一
以
刈
山
の
変
史
で
あ
ξ
〈
新
地
主
一
戸
一

p

－品川

に
よ
り
、
東
部
の
庁
主
浅
し
、
阿
部
の

（

U

山川一
f
I
I
L

川
に
統
合
し

川
川
。
庁
ハ
ザ
下
に
＝
市
川
J

七
郡
一
六
一
色
任
が
新
設
さ
れ
ド
の
で

める

J
u
h
つ
一
つ
は
、
地
右
凶
わ
い
の
創
始
で
あ
る
〔
地

L
訂
政
区
画
心
州
市
・
街
同
ご
と
に
、
地
刀
一
川
仏
い
と
し
て
の
州
市
街
昨
一

げか成

υ一しょ
J

の
で
糸
一
る
つ

と
こ
う
で
、
大
王
礼
治
の
地
LJ制
民
改
革
心
古
表
に
悶
じ
て
こ
れ
ま
と
の
日
間
ノ
八
日
目
、
札
ヨ
～
出
動
丸
山
、
「
内
地
延
長
ア
京
」
と
の
川
内
係
か

つ
一
斉
止
す
る
の
が
ほ
と
ん
と
で
あ
る
L
f
と
、
ち
は
、
岩
外

μ

丈
氏
ば
、
「
仙
川
正
の
一
フ
4
／
、
す
な
わ
ち
原
敬
じ
相
2
初
代
Eλ
官／牝

持
・
一
叶
健
治
郎
の
「
制
改
的
内
地
店
長
ム
義
路
線

缶
、
「
民
族
運
動
の
れ
陀
・
紋
柔
と
い
う
課
題
へ
の
対
U
、
ト
ヘ
凹
と
植
民

胞
の
一
目
立
円
の
強
化
t
い
ム
ノ
球
題
へ
の
対
U
J
い
え
ノ
内
側
刊
を
給
立
さ
せ
た
も
の

以
と
旧
拭
え
C
い

そ
〆
て
、
こ
の
、
ぞ
っ
h
u
h
一H

。ノ

旦一の
1
d

と
に
判
制
心
さ
れ
た
地
方
制
立
の
ー
一
び
に
つ
い
て
は
、

近
日
膝
正
川
い
氏
子
、
各
也
方
凶
林
1hlv

法
人
と
あ
る
ャ

J
は
明
記
さ
れ
て
お
り

ず
、
吉
奈
の
為
市
議
会
員
同
れ
も
コ
り
紘
川
秘
さ
れ
た
鴻
読
ん
立
は
訪
問
機
関
が
百
同
意
さ
れ
行
乙
い
う
点
か

て総収ロ
U

摘
が
け
b
h

伝
し
た
よ
う
日
ー
地
万
ヨ
治
相
」

C
は
ぽ
く
、
ま
L
て
や
「
地
域
住
民
心
意
思
が
行
政
に
反
映
「
司
令
シ
ス
テ
ム
ー
で
も
な
い
に
と
滑
飛

L
て
J

る
。
ま
た
、
近
庁
の
研
究
乙
1

て
、
こ
の
寸
つ
な
立
併
を
主
＋
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
川
氏
統
合
の
悦
白
を
加
え
て
、

つれし

J

寸
代
に
お
‘
打
る
日
本
、
較
鮮
、
台
湾
ゎ
地
1

刀
川
引
氏
改
正
古
い
ふ
4v
察
す
る
山
中
、
本
υノ
ヲ
仕
立
ん
は
、
大
正
九
年
の
台
湾
地
方
制
度
改
正
が
、
武
川
ル
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巡
助
か
ら

1

体
制
内
で
の
政
一
山
日
汁
U4動」

ー
地
ゐ
自
治
VC
九
く
ん
よ
か
ν
た、

よ
り
強
権
的
な
も

こ
↓
ム
14ん

J

二
六
い
れ
三

b
ゃ〕入一、

J

1

4

ド
〒
担

γ
、τ
7
4
4
f
t
L
，
i

「
ム
い
湾
に
お
け
る
住
民
リ
凶
民
統
合
の
ん
正
式
リ
日
事
情
同
心
台
湾
に
お
け
る
値
比
也
統
治
の
な
九
戸
一
右

f
M
L
ん
｝
も
の
で

あ
っ
た
」
乙
指
抗
し
て
い
る
、
」
れ
つ
の
山
川
光
う
共
通
7
r
る
の
は
、
大
止
九
刊
の
改
中
は
、

の
」
で
あ
り

ベ
知
次
計
界
大
戦
後
に
お
阿
パ
1

J

た
民
族
自

決
（
り
風
潮
乙
鴨
川
二

一円以子
FLUEJ
動

η
術
中
に
阻
旬
、
？
れ
た
帝
戸
川
日
本
心
植
民
地
政
治
三
千
＋
U
L－
－
一
原
山
の
一
F
fー
よ
り

榊［
l佳

的
小
川
池
日
以
長
工
式
L
I
l－
け
一
環
↑
／
よ
め
っ
た
こ
市
川
解
「
る

H
で
占
め
る
。
そ
の
た
め
ぺ
ぶ
止
九
庁
改
革
の

i

で
d

令
匂
地
方
協
議
会
の
設

置
が
市

ι八
ハ
以
内
人
一
地
右
名
望
家
の
爪
打
込
み
を

U
的
と
す
る
も
正
で
あ
り

地
心
zH
げ
を
同
村
指
「
も
の
で
は
な
い
と
引
仙
さ
れ
↑
↑
L

レ
る

t

そ
れ
で
は
、
台
山
総
督
吋
rH
ぜ
が
ん
f
M
聞
の
改
拡
に
ど
の
よ
う
ん
は
な
義
を
け
見
出
し
て
い

r～
の
で
あ
ろ
う
か
c

ま
に
、
む
の
意
同
は
、
改

廿
ヴ
ー
に
よ
り
宝
九
段
き
到
す
に
の
で
め
ウ
沿
っ
か

F

こ
れ
ま
で
の
石
完
は

レl
M吋
の
段
、
泊
状
況
や
条
文
む
車
問
一
民
中
心
と
な
う
と
お
い

J

拭
円
山
府
が
ど
心
よ
う
な
日
的
で
地
ん
制
度
改
革
に
取
り
こ
ん
で
い
に
の
か
と
い
う
白
、
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
っ
そ
こ
で
本
杭
で
は
、

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
め
に
、
地
ん
制
し
陵
改
什
早
奈
の
制
定
過
計
i

に
け
け
し
γ
れ
い
と
考
え
る
し

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

こ
の
こ
と
ど
通

J

て、

f
了一抗予川町、
U
F
ι

し
た
い
白
川
は
次
の

一
つ
で
為
る
。
第
一
に
、
ト
ヘ
ム
九
年
の
改
日
早
川
h

ム
十
る
地
方
制
戊
改
邑
ii

中

世
大
が
と
の

tjに
行
ー
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
「
「
涼
自
の
フ
イ
ン
」
こ
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
い
、
大
王
九
可
の
地
方
制
戊
投

市γ
は－
1MUhh同
日
の
「
で
指
進
・
確
立
さ
れ
z人
L
r
m
解
さ
れ
て
き
た

J
Y炉
、
三
実
際
に
は
、
が
経
営
に
説
任
「
る
山
古
か
ら
M
m
以
日
附
内

部
で
は
、
地
卜
hv
判
刷
反
改
upに
山
内
け
て
の
動
き
し
が
冗
ら
れ
ド
八
〉
マ
こ
の
討
拠
v
r
v
て
、
人
竹
丸
山
必
伝
的
事
務
円
で
あ
っ
た
水
必
υ

一
が
、
以
「

の戸
D
h
つ
品
川

て
い
る
か
ら
ゲ
L

あ
る

、r
即
断
）

わ
7
J
h
d
現
行
の
台
湾
的
行

μ治
剥
が

ぶ
止
八
庁
末
刷
出

次
丈
わ
れ
総
討
と
じ
て
親
任
さ
れ
に
削
除
治
郎
日
力
乃
若
年
い
い
〈
日

防げ
L
宝山
r
l
J
h
h八
の
化
〈
一
時
に
立
の
松
民
か
ら
成
リ
ド
し
た
も
の
で
お
る
と
ま
出
す
ゐ
旬
、
仏
ら
ば
夫
、
れ
は
太
は
る
誤

mmで
あ
る
し
知
識
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r日

自
治
制
い
悶
ゲ
る
各
訟
の
工
品
は
少
す
く
UMm一
必
司
の
何
一
汁
以
降
に
起
空
さ
れ
ー
も
の
で
あ
る
が
、
立
の
仲
円
二
絞
ζ

な
る
べ
き
剥
査
は
大

J、
円問

正
五

（、＂
↑法 T
Fl首J出

り
FY: 

肴

I 3く
」

れ
ーて

持
り

ヨ山総松戸
h
v
L
有
任
と
共
に
好
機
を
判
げ
て
ど
が
け
九
体
化
｝
ノ
た
と
え
る
の
が
寧
ろ
安
、
で

L
句
、
ご
っ

本
越
は
、
十
八
日
1
止
、
ハ
↑
寸
ご
ろ
、
す
な
わ
ち
武
｛
h
紘
一
世
の
安
東
回
一
芳
、
い
牢
大
将
、
大
正
同
庁
内
万
一
つ
け
十
人
止
v

白

4
1

ハ
ロ
ハ

日

一zuhu引
に
湾
L
9
る
々
什
挫
の
凶
ぃ
京

心
県
波
と
な
る
べ
き
調
査
が
す
で
に
間
給
さ
れ

ht〈
正
一
μ
し
て
し

の
も
し
〈
で
、

の

ι仰
山
り
市
な
記
忍
に
つ
い
q

て
検
討

43匂
余
地
が
為
る
、
ハ
ペ
改
革
事
業
の
始
販
が
一
－
小
さ
れ
て
w

る
ト
パ
で
甲
山
女
な
一
叫
己
吋
l

占
わ
る
と
考
え
る
し

さ
ら
に
、
こ
心
証
己
に
よ
れ
旬
、
改
革
主
主
は
本
越
乞
九
円
い
い
総
一
拭
円
山
川
ざ
僚
に
よ
引
こ
行
わ
れ
い
lfk
い
う
わ
ユ
午
、
で
本
稿
で
は
、
こ
mv
本

越
の
社
門
ム
？

つ
の
手
掛
か
り
と
じ

J
h湾
総
白
山
川
竹
部
心
計
一
f

川
L

主
将
や
一
当
て
て
、
丈
一
に
九
去
の
改
革
に
向
け
て
の
地
方
制
皮
改
革

主
主
が
、
式
’

ι総
雪
期
の
も
と
て
ど
の
工
う
た
は
的
℃
悶
始
さ
れ
、
円
以
内
げ
的
に
ど
の
よ
λ
ー
な
改
革
策
が
作
成
さ
れ
に
の
か
を
川
口
炉
内

ー
る
つ

仏
間
仁
、

な
ぜ
、

I
八
一
ょ
ん
咋
の
地
hd制
度
は
地
方
白
川
を
否
定
ず
る
も
の
子
ν
て
成
立
L
Lぺ
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
、
以
介
い
ご

泊
パ
ふ
の

悶
述
さ
j

て一
μ
え
は
、
品
川
d
H府
で
作
成
さ
れ
た
改
革
案
γ

と
大
正
九
守
地
方
制
度
、
と
の
闘
に
内
科
上
戸
の
々
で
つ
な
達
い
が

え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
当
で
あ
る

J

」の

τ
に
つ
い
て
、
結
講
を
パ
パ
殴
打
す
れ
ば
、
人
止
九
年
の
池
卜
力
制
刷
出
叫
が
迫
力
円
治
的
安
求
人
乞
否

｛
ほ
し
ん
｝
の
は
、
山
川
叫
』
刊
組
制
内
部
主
作
4

寂
さ
れ
た
改
革
案
に
対
す
る
、

お
そ
り
く
本
同
に
よ
る
伶
正
に
ち
て
ず
あ
る
。

川
一
一
ト
の
珠
山
必
の
分
析
に
よ
り
、
本
稿
で
は
大
正

ι可
の
泊
万
引
皮
か
ら
は
分
に
ぷ
み
取
る
、
｝
乙
り
で
、
芦
一
な
ー
、
台
湾
総
背
肘
の
改
革

凶
情
相
b

を
明
ら
か
に
？
ア
；
こ
の
こ
い
〈
を
冶
じ
て
、

)c 

へ
い
庁
伐
の
植
民
地
汁
汚
の
地
方
統
的
に
刻
す
る
考
え
方
の
端
ん
て
不

γ
こ

、i
f
－一h
M
一し

l
J
K
ト
J

で
7
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本
一
一
で
は
以
卜
の
阪
で
叙
述
JEつ
つ

お

よ
L
げ
る
地
方
制
反
改
革
U
J
一
戸
の
怨
科
目
γ
一
明
ら
か
に
す
る

v

一民

呂
で
は

古
話
料
打
開
坊
に
お
け
る
泊
方
刊
日
記
改
本
事
会
は
、
ど
の
よ

7
J日
的
で
開
始
さ
れ
行
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
べ
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
何

ーす問題」
i
J

乙
さ
れ
七
の
か
を
川
h
か
に
す
J

る
ο

第
二
半
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
改
卒
業
が
作
式
予
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に

L
、

そ
の
改
革
案
が
半
民
政
判
。
審
公
正
ぜ
ん
粁
て
ど
の
よ
う
に
公
吏
予
測
え
ら
れ
ん
ー
の

加
え
て
、
で
う
L
～
蛮
更
を
加
え
丈

の
が
京
一
件
政
泊
で
あ
ろ
う
乙
い
ろ
い
寸
、
を
明
ら
か
に
「
る
。

お
川
－
査

ヘ
ハ
湾
総
督
府
に
お
け
る
泊
i
A
制
度
岐
且
？
手
丘
一
六

K
L
h
u
午
ま
で
の
地
方
制
度
は

（
明
治
四
一
♀
改
L
一

引
け
一
何
午
に
、

民
成
長
官
ず
に
あ
っ
た
い
ほ

で
丸
う
た
〔
い
は
制
は
、

ー
山
山

膝
新
ド
が
考
案
し
た
一
一
夜
C
小
h
べ
集
権
の
制
反
む
最
も
能
年
間
仕
も

よ
い
わ
れ
る

（
こ
の
時
点
む
け
の
数
は

一
ハ
い
で
ふ
っ
た

J

じ
制
心
凶
け
肌
胤
旧
同
以
下
の
通
り
で
町
一
る
υ

第
一
に
、
総
督
府
に
権
限
が
集
中
六
、
れ
て
お
り
、
庁
長
（
奏
丘
一
円
）

の
権
限
が
相
め

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

九世、汁品、もので－…勺

左右

一
内
ぺ
芭
一
戸
察
企
庁
心
と
「
る
批
方
行
政
で
あ
る
つ
け
の
も
と
に
設
置
3
れ
た
支
い
り
で
は
、
ー
ペ
川
」
戸
IA
をけ
T
d
め

事
務
官
の
ほ
L
Y

ん
と

〕
祭
官
が
だ
て
ら
れ
zに
し
ー
た
、
誉
察
の
前
助
機
関
と
、
ν
て
、
連
日
明
制
L

よ
る
作
氏
ゃ
い
悦
組
械
の
性
山
村
JE有
す

警
察
の
力
を
射
る
に
非
さ
れ
ば
何
け
！
一
号
、
実
泊
、
J
U
幼
か
ら
ざ
る
L

と

る
保
？
十
制
広
が
設
け
ら
れ
た
し
ム
口
汚
の
地

H
行
政
に
わ
ι
レ
亡
は
、

パ
ド
れ
れ
る
ほ
y
で
あ
っ
た
c

第一一片山、

汁
じ
れ
の
諮
問
に
応
じ
る
台
湾
人
参
事

ヘ
川
判
任
官
符
迎
）

7
一〕スキ
J

〉一し
p

」
〉
フ
、
ゴ
A

7

、、

刃一

μ
l
c－
才
プ

Y
γ
f
z
l

汀
岩
下
H
T

の
判
別
戊
は
～
下
、
際
に
は
あ
ま
り
榔
刊
誌
1

）
な
か
っ
た
と
い

第
凶
に

明
治
阿

2

可
の
改
革
に

o
hリ

「
介
湾
総
何
回
府
戸
川
内
れ
に
出
什

又
ハ
数
パ
何
け
は
社
」
に

判
午
J
h
ノ
待
w
Z」

「
μ
長
人
区
去
っ
山
f
h
i人一ブ

E
i
【第

粂
）
く
て
子
に
じ
た
u

ん
て
の
午
！
市
長
却
に
つ

乙つ

〆
長
は
イ
の
管
轄
区
域
刊
に
主
打
L
年
対
一
心
設
川
u
f
の
資
民
名
望
あ
る
名
で
、

E
斗山一、川上小中間）

立
案
一
足
に
対
し
前
将
来
九
州
出

、d
f

、

の
L
，J
h
リ
士
右
ず
る
者
の
巾
か
ら
午
別
し
、

川
崎
吉
記
し
は
守
防
一
八
歳
以
」
一
に
し
L
同
諮
の
素
長
に
尚
氏
し
除
来
年
取

六
ご
汁

（！メ人民半、 Gi (6 Iお＇ IZ＂〔 2りlキ 1



r日

ム
ハ
ヵ
咋

の
μ
J
十心
J
M

孔
十
一
ず
る
者
の
市
か
っ
作
用
す
る
一
一
と
と
嵐
広
戸
れ
て
い

以
門
誌
は
地
方
団
体
の
代
民
芸
で
は
な
く
、

杓
な
る
！
J

リ
ド
討
の
わ
政
消
防
機
関
で
あ
っ
亡
。
以
上
の
ょ
っ
に
、

ぱ
制
の
ー
も
こ
ず
は
、
台
祭
に
’
れ
政
事
か
ず
相
当
さ
与
る
な
三
治

J、
円問

安
対
策
」
十
日
向
く
し
た
も
の
て
あ
っ
た
の

ホ
ふ
ー
～
一

］
刻
の
も
と
C
は
、
庁
が
対
u
v
刀
以
体
心
付
実
L
V
一
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
工
と
は
、

地
ιh説
剰
吹
か
ら
料
え
る
口
明
治
－

一
司
に
’
寸
沖
地
phh悦
規
則
が
出
走
さ
れ
た
ハ

明
治
一
四
年
り

υ引
地
れ
に
作
い

台
湾
地
方
税
規
則
か
改
止
大
れ

地
方
習
は
i

の
制
民

内

山

え

に

？

コ
4
1
し
？
－

J
f

号、
γ
じ
ま
f

一
二
月
の
行
政
パ
一
－
山
と
は
出
に
、
ム
E
何
人
工
烏
を
ふ
一
つ
刀
地
々
費
支
一
に
半
分
さ
れ
？
に
。

し
か
し

地
方
f
H
J
ヘ一

ι
お
し
て

y ＇ト
~ ＇コk

jっ 地
十L ノ与

る＇税
'1) 

E以
号事

の
科
！
瑳
F
に
置
炉
、
れ
、
地
方
財
政
の
白
ム
下
慌
を
有
す
る
川
地
方
団
体
で
は
芯
い

地
方
費
む
し
え
中
川
は
ず
ペ

以
r
C
上
う
に

心
地
方
行
以
ピ
制
収
幹
と
い
4

る
も
む
で
み
h
u
J

、
生
込
む
向
い
患
を
反
映
さ
せ
る
一
口
ヘ
h
的

ゐ
庁
制
は

ン
ス
一
ア
ム
で
は
な
か
コ
ー
に
わ

銘

ro
一
此
自
給
雪
期
の
地
方
制
度
投
董
布
市
ル
デ
パ

ふ
）
川
町
一
引
木
午
の
区
長
・
川
己
主
い
認
制
定
九
対
ト
ー
る
調
杏

、L
の
よ
う
な
警
察
ヤ
心
の
地
ト
刀
判
刷
出
店
内
ヘ
刊
す
る
点
υ
F
が
、
何
出
帆
「
山
内
部
で
検
討
さ
れ
始
の
ぺ
の
は
明
治
木
午
凶
か
ら
で
あ
る
、
そ
の

J悦1
（立

ー
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
行
い
長
・
い
書
記
の
制
支

以
招1i「

'-
に f主
まい
と 幸IJ
め世，.く

ら ι
れ II子

明
治
四
五
午
山
f

に

総
督
府
は
問
治
問

、
~ 〉

同
叶
F

泊
四
半
↑
寸
＝

υ
一
ヘ
ハ
～
川
吋
の

「各庁一一

L
～μ円
ゲ
」
丸
山
桂
成
副

こ
斗
リ
J
L
J
F
ヨ
胃
川
大
ゴ
一
イ
二
J

つ
f
、
パ
z
h
J
U

1
－1
1一目
1
「
ノ
イ
一
ー
、
一
ペ

it 

に
、
総
以
同
十
訂
一
地
v
H
却
が
各
庁
に
対
し
て
お
ゥ
f

、
明
治
四

可
以
内
心
〆
長
・
一
戸
書
記
の

E
斗山
P4力
に
つ
い
て
の
訊
査
で
為
る
。
資
判

」
一
心
日
小
川
市
カ
ら
、

当
時
の
地
方
部
長
か
色
山
到
ボ
ア
l
品、

地
方
市
山
長
が
楕
疋
秋
て
あ
コ
た
三
と
か
わ
な
G

し

情
が
大
疋
と

'Piえ人法学； GO 、＇.G186） キ：222[2υ1'. 3、



咋
い
地
ト
々
が
一
ー
に
ー
は
任
、

J

？
に
人
初
で
あ
る
じ
調
在
日
v

対
応
、

つ
れ
て
い
る
に
も
す
ル
か
わ
ら

F
、
回
行
田
わ
γ
前
町
寸
ノ

人
、
い
き
記
の
割
人
円
が
お
よ
そ
人
に
ハ
九
程
hH
い
ん
ご
あ
》
ー
に
こ
ぐ
子
町
一
J

か
に
さ
れ
に
い
る
。

ま
に
、
従
料
ロ
泊
嘱
託
の
沖
西
田
十
品
郎
、
ふ
り
明
治
囚
b
hリ
一
月
に
ま
ぐ
め
ら
れ
f

1
泊
方
じ
政
市
計
務
州
市
仏
三
夜
命
吉
L

（
以
「
で
は

1
h
h

る
区
長
の
割
台
が
お
よ
そ
人
に

命
者
ー
と
略

γ）

は
、
台
民

11γ
一斗羽
J
む

h

の
一
兵
長
役
山
初
日
七
政
＋
十
六
龍
、
手
／
初
日
戸
市
し
ず
ま
と
め
に
一
川
市
，
V
他
方
行
政
ノ
概
況
E

J
、

刻
官
ぺ
狩
拡
を
踏
ま
え
て
改
善

第
一
挙
出
方
行
政
ノ
将
来
」
か
ら
は
っ
亡
い
る
。

市
南
命
吉

で
は
、
ヰ
の
行
政
女
川
市
心
問
題
点
に
つ
い
唱
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
仇
め
ら
れ
て
い
ヨ
る
c

（計一附）

K
Uケ叫め
mp
お
次
円
…
倣
悦
事
務
ノ
h
M
L
3
l

法
師
判
的
わ
段
ヲ
立
（
け
仙
川
ノ
王
ナ
ル
モ
ノ
、
ン
わ
い
ム
J

及
命
令
ノ
周
知
伝
点
一
民
総
何

レ
モ
一
時
的
事
h
y
f
d
p

ノ
執
れ
一
一
止
γ
り
積
値
的
一
区
見
ノ
ム
γ
泊
り
，
位
進
ス
可
キ
助
長
わ
政
－
二
円
上
ア
ハ

民
主
（
川
タ
一
一
服
ス
ル
一
モ
ノ

ア
ン
ト
詩
ワ
一
七
ノ
殺
テ
rvり
ャ
キ
ノ
如
、
ノ

－

3〆

fiι
川
、

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

現
存
心
ば
三
の
段
以
仰
は
、
闘
に
徴
妊
の
布
市
叫
ん
必
並
び
い
区
民
に
「
決
f

月
九
命
令
L

を
河
川
刈
ふ
う
る
一
－
な
ど

消
極
的
行
政
」
に
と
と

主
ツ

C
お
句
、

桧
秘
的
コ

μい
町
ノ
十
三
悩
吋
地
道
ス
吋
キ
助
長
行
政
」
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
い
と
拾
拾
す
る
つ
「
也
市
川
ム
主
い
は
、
こ
の

よ
え
な
い
制
反
を
改
羊
ず
る
に
は
、
「
区
－
人
点
門
｝
ブ
附
ヒ
ゴ
シ

f
4枠
制
反
ノ
地
し
ヲ
安
ス
と
、
一
ト
l
u

慌
し
し
い
る
」

そ
の
司
叶
一
d
l
ぷ
1
1
「
復
ム
川
ヰ
こ
ど
は
以
、
ー
の
よ
う
に
記
さ
れ
し
い
る
υ

総
子
泊
万
民
ノ
戸
片
山
叩
刊
ヲ
増
進
七
山
ト
欲
k
ハ
行
政
一
戸
同
一
一
幕
ク
，
子
ブ
け
品
一
ア
山
一
佐
ト
ー
ァ
シ
有
列
ノ
事
業
一
刻
～
J

団
体
的
紙
日
ノ
h

ニ

｛
中
崎

凡
ソ
此
ノ
拡
ク
福
引
ノ
増
進
U

ノ
照
セ
ム
よ
叫
セ
ハ
勢

努
ん
必
口
臥
ヤ
ン
ム
ル
ヲ
門
以
モ
禁
ノ

ル
一
七
ノ

r
H
1
1
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r日

ピ
ノ
資
ぱ
ロ
ゾ
安
ス
ル
ト
H
パニ
υ出
弓
ロ
テ
財
応
性
ノ
三
体
タ
フ
〉
メ
斗
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ヤ
敢
テ
論
L

ノ
ン
是

ν
川
比
二
人
総
ノ

附
与
ヲ
必
裟
ト
ス
ル
所
以
7
1
ト
ス

J、
円問

川
ン
つ
事
業
ノ
経
営
ヲ
為
ス
二
ハ
之
二
安
ス
ル
h
R
カ
ヲ
い
に
策
、
ン
以
一
ア
い
ノ
川
町
力
卜

－
一
同
ア
行
い
ル
所
ノ

一ブイ川リノ而
L

刊
誌
ロ
ワ
戸
仁
、
ノ
叶
司
ハ
以
支
ノ
均
一
係
ヲ
明
カ
ニ
セ
サ
ル
山
リ
カ
ラ
ス
又
共
事
業
ハ
短
財
ノ
J

励
行
一
兵
川
リ
一
ア
終
了
ヲ
古
ク
ル
モ
ノ

γ
ル一「エムハ

多
ク
ハ
数
午
ニ
が
ル
継
続
的
事
業
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
一
一
J

一y

、
中
的
附
）
訂
ヲ
J

勺
壬
比
ノ

ru
ク
授
が
「
ル
日
mrm
ノ
下
二
将
来
ヲ
合
山
セ

ム
ド
欲
七
八
勢
ノ
ニ
定
ノ
マ
r貨

汁
ル
ヘ
カ
ラ
ス
是
レ
z

メ
三
予
算
制
度
ノ
施
行
ヲ
ノ
V
宮
内
t
L
ス
ル
γフー以
R

フ
リ
ヘ
ー
ス

こ
こ
℃
は
、

一
一
（
つ
の
区
制
度
に
州
内
寸
る
H
ハ
体
的
K
F
U革
案
が
不
さ
れ
て
い
る
〔

~， 

（立

／
山
政
村
山
に
す
ぎ
な
い
区
に
伝
人
格
と
付

与
し
、
引
詮
鮮
の
主
れ
と
ナ
る
こ
と
で
為
。
つ
「
誠
九
叩
者

L

よ
れ
ば
、
一
引
所
持
ノ
ア
f

弘
一
と
「
る
、
」
と
で
、
U
止
を
一
自
利
ノ
事
業
一
一

対
ン
図
体
的
経
常

心
中
ゃ
に
し
C
1地
々
足
ノ
縞
利
ヲ
増
役
一
「
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
し
も
う

てコ
，＿，炉、さ、

↓

γμ
枠
制
度
の
一
惇
人
で

あ
る
す
M
F
げが
i
休
2

G
っ
て
事
業
を
行
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
以
I
A
を
明
ら
か
に

一、J

：
〉
一

z」

ν）

f

、ダ一に
j
t
Iゲ
』
ぶ

M
P
Fよ
判

M
h
p
刀

せ
な
い
；
い
う
の
で
あ

J

る
c

こ
の
つ
の
改
革
案
か
っ
問
コ
か
な
よ
う
に
待
命
主
下
」
で
は
、

Mmを
独
J

ぷ
一
地
力
団
甘
と
、
以
て
、
地

た
め
の
ム
体
1
r
v
て
号
、
九
亡
し
い
た
、

τ）
が
わ
か
る
（
こ
れ
は
、
自
な
る
l
級
〆
門
り
の
行
政
縮
財
祁
織
で

あ
る
区
に
地
卜
hvM休
／
「
て
の
什
点
門
人
乞
引
認
め
る
、
こ

i
V
J
J
で
J
市
に
ト
八
川
ー
な
川
札
↓
コ
で
あ
っ
コ
ー
）
か
し
な
が
ら
、
こ
の
提
「
は
、
悦

の
話
料
円
滑
に
お
け
る
泊
方
刊
日
記
改
本
事
会
の
い
れ
々
が
方
針
こ
も
重
な
る
v
も
の
で
あ
っ
た
。

方
で
、

復ハ
n
4
j
i

は、

ー
バ
二
人
一
裕
一
ブ
認
ム
ル
ハ
有
一
ブ
其
事
業
守
紙
日
常
セ
ン
ム
凡
二
l

化
ル
ヲ
以
一
ア

精
ノ
主
治
市
」

cvゆ
め
る
た
め
一

に
、
こ
れ
に
反
汁
主
主
け
い
い
九
が
存
九
ー
す
る
こ
と
も
必
定
し
立
い

U
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川
比
）
人
的
約
守
ノ
附
セ
ム
ト
ス
ル
ニ
耐
リ
此
弓
九
？
ヘ
モ
ノ
北
ハ

U

υ比
一
人
科
ィ
ヲ
附
v

ソ
ス
ル
ト
干
ハ
白
治
相
作
山
内
ノ
利
用
ボ
区
比
二
種
ノ
山
一
町
一
政
格
ヲ
ヰ

一一独
υ
出
荷
γ

ノ
気
札
口
；
生
成
ス
ル
ニ
主

油
畑
氏
政
策
l
筑
ノ
位
い
い
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
一
プ
ス

川
出
に
け
は
人
品
川
口
九
七
ハ
川
与
し
て
し
ま
う
に
、
一
｝
斗
F
U

旧
権
i

h

M

作
川
刑
し
、
品
、
の
け
朴
京
、

'" 

積
ノ
参
政
権
ヲ
中
ン
持
一
一
独

vf斗
尊
ノ

L
A
民
一
が
リ
A
J
性
、
え
と
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
「
の
が
反
対
思
見
の
主
怯
で
ー
あ
っ
た
υ

こ
れ
に
汁
し
、
一
泊
三
叩
吉
は
、
こ
う
［
二
人

発
hMυ

は
ー
泊
三
母
一
出
ノ
自
治
制

ン
タ
ル
皮
作
ノ
什

hm一
で
ム
め
る
と
畏
一
町
L
、
一
川
に
法
人
絡
を
い
つ
え
る
日
的
ぽ
、
い
下
に

1

地
力
ノ

泊
利
増
泣
ノ
為
公
共
仙
刑
事
業
ヲ
将
，
L

↑
む
ン
ム
ル
二
於
↑
ナ
一
位
ノ
利
便
点
、
広

に
す
ぎ
と
い
こ
と
中
記
調
ず
る

ゼ＇c、
÷守
、一、

泊
司
～
叩
辛
ハ
一
は
、

当
然
ー
持
政
ノ
経
費
ハ
無
論
ド
え
／
品
目
N
t

区
L

法
人
格
吉
認
め
公
i
ハ
事
業
か
符
常
夫
、
ぜ
る
た
忙
に
し
は
、

に
い
や
し
、
エ
の
後
収
刀
出
は
、
｛
川
湾
山
州
U
M
但
笹
川
納
処
分
規
則
に
市
U
J
J
1
2
U
ご
、

こ
の

t
う
な

μは
「
所
認
地
方
公
共
同
体
タ
ル
ニ
ハ

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

η

亡
1
レ
［
ん

Iト
ザ

」

J
X
F」

F
L
4
1
l
J
h
γ
1
1
1
 

例
行
十
ノ
柁
桜
ロ
ノ
山
中
恥
ム
ル
J

山
吉
ナ
キ
」

と
述
べ
、
白
山
「
権
心
付
i
J
J」台｛
E
F
7
Q
v
ぶ
し
て
、

相
違
｛
；
一
－

亡
、
Jvb
品、

に
f
d
ム
《
b

，vん

一
一
）
区
北
－
安
政
権
ノ
立
存
ヲ
認
メ
ス

こ
の
け
店
、
体
的
な
！
μ品
川
と
V

J

て
、
「
二
）

μ
ニ
ロ
ニ
ー
v法
持
ノ
存
在
ヲ
訟
d

ス

一
）
メ
一
1
E（

他
ぱ
ノ
役
員
ハ
之
ワ
パ
ム
撲
中
ス
」
と
い
よ

J

一
一
点
を
挙
じ
る
c

と
く
い
、

〕
と
一
一
）
に
つ
い
て
は
、

1

円
相
対
二
此
制
ヲ
訟
ィ
ス
と

品小
L

＼
♂
L
J
4
h
d
F

y
J
t
j
d
 

以
卜
の
よ
う
に
、
「
復
命
さ
は
、
地
方
行
政
の
足
ぷ
端
で
あ
る
民
に
法
人
片
付
】
を
I
J
与
え
る
こ
ζ

も
に
子
賃
制
士
ん
を
存
人
Z
J」
る
改
革

が
必
せ
で
あ
る
と
王
張
「
司
令

U

そ
の
狙
い
は
、
以
に
一
日
制
方
ノ
紅
利
治
進
ノ
九
公
共
的
事
業
7
お札日青山
i

J

び
わ
る
こ
ζ

に
為
3

た
U

ネ一の

社
拠
は
、
作
氏
が

独
立
つ
一
義
ノ
気
回
f
を
引
汁
ー
た
な
、
民
う
に
す
る
f

め
に
、

一戸川ー二ワ王
M
法
権
、
／
一
〈
i

民
心
祭
政
雄
ば
絶
対
i

九
訟
吟
な

十
い
唱
と
と
と
、

以
長
吉
ぽ
じ
め
1
y
k

ず
る
区
役
門
れ
の
宮
山
市
と
L
う
i

刀
法
子
炉
本
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
：
ず
な
わ
ち
、
一
復
〈
よ
い
が
今
小
し

（！メ人民半、 Gi (6 180' JZ＇＂〔 2りlキ 1



r日

L

ぺ
改
市
山
下
い
は
、

と
こ
ろ
で
、

ば
に
法
人
故
引
を
い
い
い
与
す
る

L
川、

区
に
向
治
的
な
長
友
一
を
勾

J

え
な
い
も
の
で
あ
っ
z
y
h
r

い
d

？？一ノ「

）

F
村
浩
氏
孜
長
寸
の
も
と
で
の
地
刀
制
反
改
品
卓
業

T 
村
方ての
ヲλt

氏
改

良

就
1干

し

村
は

日え人t士主主； GO 'G 100) キc2Z6「Zill'.,3 

「山何人何事円

の
ム
張
今
、
i
人
現
す
る
こ

t
は
、
山
i

持
の
均
f
d
統
治
の
状
況
か
ら
山
町
て
や
忠
凶
紫
E
あ
っ
た
こ
一
円
心
々
ぺ
き
に
あ
ろ
う

J、
円問

う
の
は
、
山
岳
地
帯
に
は
日
ず
る
両
砂
肢
は
抗
抗
ヰ
殺
げ
る
た
め
に
、

品
川
告
別
は
、

明
治
凶
一
刊
に
4

4
に
斗
カ
刊
計
九
州
を
止
で
、

に
2
八
止
川
年
ま
で
の
I
パ
午
刊
に

泊
肢
で
作
山
況
を
民
却
す
る
こ
乙
ど
な
ゥ
丈

1': 

tを明
ljて；白

し四
てとJ
い 年

，；コ↓ー
で＊
あ正
る17川

ド

八ヱ川同局
一

tJひ

f

間
宋
－
庁
事
件
ま
で
、
中
庄
一
け
辛
亥
本
命
ピ
よ
る
影
翠
も
あ
り
、
小
規
校
な
武
夫
一
昨
U
叫
が
一

ー
に
述
し
行
治
安
状
川
、
ν田
安
し
つ
つ
忠
つ
に
大
正
直
年
に
入
り
、

一
C
月
一
の
け
に
、

大
正
一

C
午
七
月

一
日
ま
C
、
武
竹
一
↓
同
日
奇
心
安
点
、
明

π一尤

C
R
C
一
代
松
川
W
H
r
通
仁
三
位
戦
し
た
メ

phυ
戸

、

吋

T
L
Pし

】

むノ

グJ

一
一
心
時
期
の
r
E湾
統
治
北
校
に
つ
い
て

下
村
の
存
在
ど
抜
き
に
し
て
は
一
万
る
こ
と
が
で
き
t

な
い
へ
地
な
制
度
改
革
に
ワ
い

と
も
川
川
げ
仰
h
b

」
と
い
か
い
え
る
だ
ろ
－
n

d

メ
こ
で
長
初
に
ま
ず
的
問
内
ー
に
h
l
村（
U
妓
ム
山
方
針
を
別
ら
か
じ
し
て
お
く
こ
と
に
「
る

v

F
H刊
の
統
計
主
計
を
確
認
で
き
る
も
の
－
1
／
し
て
、
話
日
忙
し
て
問
、
も
ず
れ
仏
く
の

二
…
悶
え
ル
所
川
出
」
へ
以

f
で
は
「
一
的
見
」
と
略
み
）
を
け
ア
げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
じ
「
川
見
」

月

＝門口」円、

｛
ー
チ
毛
ト
札
ん
か
叫
に
提
山
い
し
た
「
ム
川
浩

V

い崎町山

卜
討
は
、
「
制
作
い
わ
た
ノ
唱
に
夫
L

と、
ν
て
い
限
凶
畑
氏
者
・
台
白
人
も
時
と
と
も
に
文
化
や
知
識
ぷ
浄
な
ど
、
引
進
む
だ
ろ
う
と

：e
一

〉

L

z
h

パーム川，、レ
r

＼？グー

「
人
種
ノ

H
T
j
u
限
リ
、
地

勢
ノ
変
七
日
吋
ル
限
ソ

ノ
ヤ
ボ
渇
ヲ
経
過
」
じ
て
も

本

人

乙

川

ノ
民
校
一
－
同
に
七
、
二
ー
ト
ハ
、
八
十
久
不
ロ
ョ
設
す

J
ト
断
ヒ
サ
ル
ヲ
仔
」
な
い
と
断
言
1

1

p

竹
治
人
の
司
化
に
悲
飢
的
で
あ
る
の

し
か
し
、

孔

川
村
の
統
治
方
針
法
、
本

J

げ
と
け
九
な
司
令
法
制
成
日
統
治
体
制
を
築
二
月
っ
と

L
た
い
悦
議
の
ー
お
刷
叫
ん
礼
的
」
／
）
は
宍
山
は
な
も
の

C
占
め
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、

J
T
1
1】

F
1
y
t
 
心
新
八
隔
に
お
い
と
、

統
一
旧
ノ
？
六
万
引
ハ
？
ペ
ヲ
劃
怖
い
一
一
ス
ヘ
キ
ヵ
ー

乙
い
h

つ
同
ρ
に
対
し
て
川
川
、

の
よ
う

ι述
べ
て
い
る
〈

」

の
/' 
L、災

m
M



一
般
行
会
民
税
進
歩
ノ
大
約
八
到
底
人
カ
ノ
ど
は
ソ

M
Uス
ヘ
午
一

7

フ
P

へ
及
テ
送
ン
ヲ
ど
カ
間
公
一
一
一
以
キ
口
佳
ク

－
過
ん
ソ
ル
コ
ト

弓
づ
斡
ク
ヘ
キ
ト
i六
三

官
I

状
一
一
適
正
川
、
ン
一
ア
之
カ
敦
化
訓
古
ノ

ヲ
進
メ
吋
ル
ヘ
カ
ワ
ス
、
民
竹
町
家
ノ
為
メ
台
湾
ノ
島
民
ノ
品
メ
可
化

訓
人
円
ノ
注
ニ
山
ツ
テ
進
ム
一
J

ト
ヲ
袋
、
ン
、
ゾ
九
五
マ
吋
ル
ヲ
得
汁
ル
モ
ノ
F

げ
ラ

一
殺
村
会
民
家
氾
歩
ノ
大
勢
ハ
到
底
人
力
ノ
ァ
勺

J

川
正
ス
ヘ
b

－
一
ア
フ
ス
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
ム
コ
品
川
の
一
官
民
状
ニ
苅
刊
し

て
ー
け
化
判
官
ノ
造
一
一
叫
ソ
一
ア
丘
一
ム
コ
λ

ヲ
山
女
ン
、
又
巡
マ
サ
ル
ヲ
ド
勺
ト
ノ
ル
壬
ノ
で
あ
ξ
、

t
rー
の
か
ト
村
の
認
識
で
あ
J

たに

っ
と
h

、J
、
ト
村
は
、
台
湾
人
の
定
全
な
同
化
は
戸
一
当
直
川
知
で
あ
る
が
、
ー
将
来
r人
と
ヲ
教
代
訓
育
シ
ア
川
川
化
セ
シ
ム
ヘ

ι
一
と
の
考
え

方
の
け
叫
ち
4

下
だ
ペ
た
の
で
ι
ぬ
る

J

以
一
の
よ
う
な
、
台
湾
a
へ
の
同
化
が
不
可
能
と
認
訣
し
つ
つ
も
、
似
刀
ご
同
れ
訊
立
を
進
め
て
い
く

つ一

へ
き
と
い
う
い
t
付
の
統
治
方
針
は
、
…
前
進
、
義
的
ん
め
も
の
で
為
っ
た
と
い
う
、
」
と
が
で
き
よ
弓
っ

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

以
ト
の
よ
う
な
号
、
ズ
を
持
つ
「
U
刊
の
も
と
で
、
総
賀
山
内
部
に
お
い
て
地
点
制
皮
注
品
に
向
け
て
の
叫
引
き
が
見
、
り
れ
た
ま
ず
、
大

一
一
日
、
明
治
問
力
仏
の
ド
制
民
調
査
が
行
わ
れ
に
当
時
の
地
上
々
訣
l
A
μ

」
っ
た
仙
が
、
批
十
心
部
（
U

部
一
百
二
胤
任
｛
三
一

U

同

吉
レ
一
刀

咋
七
月
仁

i
い
ぷ
必
が
地
方
課
去
に
1

坑
任
L
Z
J
Z
楠

2
水
辺
は
、
大
正
九
年
攻
リ
且
が
ヤ
ス
現
ず
る
ま
で
惜
し
ハ
ぜ
い
れ
で
路
説
、

J

て
い
た
J
同
年

七
月
一
一
一
リ
リ
、
水
辺
が
、

川弘
r
引
に
於
げ
る
川
い
円
九
技
場
事
務
山
由

zuのけ此
T

小川ん
t
判
断
「
る

資
料
と
〆
て
ば
ド
ー
ι及
区
古
記
の
国
詑
能
力

に
つ
い
て
の
訓
育
を
ノ
イ
い
一
つ
↑
人
口
調
託
結
果
に
つ
い
て
、
水
越
は
、
「
υ
U
R
K
は
庁
長
の
口
約
助
機
凶
で
あ
っ
て
川
口
げ
の
権
限
を
払
っ
て
凶
ら

仕
か
っ
た
2
1

め
に
凶
諸
説
合
の
如
き
は
r

時
yι
ま
で

J

中
市
久
山
刻
さ
れ
て
『
十
川
口
ず
、
ケ
ダ
く
は
従
来
の
閃
係

Ftリ
迫
力
の
名
哨
よ
か
を
h
u
h
f七

政
山
花
ハ
リ
ハ
り
蛇
き
は
政
て
申
さ
を
同
か
な
か
っ
～
ゃ
う

ー
ζ

お
い
但
し
マ
、
い
る
u

まー～、
「

μノ
仁
政
ノ
成
績
’
町
制
ハ
本
主
統
治
一
波

出
しス
て jレ
し、一 ；JT
:;:, ，，で少
' ；一

町ヵ
；台ラ
日H ス
立了 ι 

千iζ
／ノコ C) 

;j! 

出
に

ス
ー
訂
以
ノ
改
善
進
本
プ
遂
ヶ
月
一
ry
民
政
ノ

ァ
輩
述
」
L
q
J

る
た
け
町
む
河
川
案
を
与
え
ピ

ーや↑命全
U

一
で
も
そ
う
で
z的

F
J

た
が
、
こ
の
吋
J
U

一
三
一
池
減
免
氏
、
こ
ム
仰
い
桜
に
絵
入
。
ノ
る
川
一
制
度
の
改
革
が
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r日

ま
ず
実
現
戸
れ
な
け
れ
ば
な
ら
仕
い
L
Y

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
っ
。

市
中
山
穴
今
一
て
月
二

C
Eの
治
方
官
会
議
仁
お
い
て
、
一
「
付
は
総
…
判
戸
川
と
地
ん
円
庁
y
し
む
刊
に
「
ど
う
し
て
も
寺
ト
刊
を
立
案
L
r
m
否
し
九
九

J、
円問

送

L
問、仏一
j

る
に
は
な
か
な
か
時
が
捌
か
る
v
も
の
で
あ
り
ま
ず
ノ
口
豆
ー
は
尚
一
米
る
丈
汁
は
弘
は
犬
々
町
次
に
委
日
十
匂
姿
を
執
る
の
が
主

川一一

務
の
街
探
」
亡
あ
る
と
の
考
え
を
不
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
的
行
行
政
の
効
ん
十
化
け
た
め
の
同
級
行
政
僚
議
＼
の
権
限
委
設
と
こ
も
ピ
、

い
日
役
場
或
い
は
保
m
T
杭
ι
E
ほし半
J
B

こ
い
う
地
？
ん
行
政
一
り
末
端
M
r
y
M
に
コ
い
マ
：
向
、
一
叫
ん
は
ム
コ
分
注
も
仏
］

〆
ノ
ザ

L
一
印
日
山
れ

此
旺
引
で
ま
だ
諸
君
に
発
表
す
る
時
期
に
rバ
よ
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
人
f
地
気
仰
に
い
り
よ
も
た
々
剥
が
し
F
入
場
合
に
絞
っ
と
は
品
川
村
等
の
意

見
士
求
む
る
、
ア
こ
川
島
ら
う

と
述
べ
た
〈
ご
れ
ら
U
こ
と
か
ら
、
ご
の
時
点
で
は
総
開
門
府
内
部
品
叫
ん
部
）

で
地
方
制
度
改
革
、
九
段

ず
る
川
レ
品
川
げ
が
行
わ
内
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

F

一
カ
月
後
の
わ
川
月
二
fι

日、

い
の
制
皮

L
W
H
r
る
ん
山
一
読
が
開
催
さ
れ
た

F

下
村
、
捕
と
水
越
、
警

会
誌
に
p

会
加
し
に
メ
ン
バ
ー
は
、

？丸山木
I

岩
の
栴
九
日
光
J

れ
似
安
叩
ベ
山
口
、
一
と
但
け
z
p
u
h
土寸前半一
E

務
謀
長
以
ど
、
地
ド
ケ
行
政
山

mw
か
わ
る
ん
前
紅
門
医
の
宮
僚
、
り
で
あ
っ
た
r

こ
、
り
会
議
日
把

附
さ
れ
た
M
い
制
段
九
関
ナ
る
協
議
心
事
境
は

「

灰
、
り
出
城
は
如
何
に
」
れ
中
」
定
h
U
べ
き
や

一〕区一一

2
伝
平
職
口
2
の
悶
日
開

を
如
何
に
む
な
ぺ
き
や

（一一
J

l

地
の
状
J

叫
に
よ
り
内
鼎
人
ば
乏
を
置
く
え
き
や

、
凶
）
川
口
三
十
人
附
合
乙
区
長
技
場
授
と
の
関
係
主
如

可
f
」
ム
マ
戸
）

jy
＼
、
裕
一
三
、
i

i
；
f

E

L

V

（

J
 

（
μ
）
区
吏
U
ハ
の
待
遇
の
布
法
如
付
（
六
）
凶
年
財
産
権
の
で
体
と
ん
d

す
べ
き
や

｛
）
区
究
主
役
山
は
す
る
惇
を
訟

（
八
）
区
の
事
務
の
利
回
を
如
何
に
辺
む
べ
き
や

E
く
必
吹
あ
h
円、

L

で
あ
〉

ヱ
パ
ド
ム
史
門
担
任
命
の
方
法
を
如
何
に
心
れ
〕
べ
き
や

）
区
に
挙
事
を

れ
〕
へ
当
し
ゃ

は
、
は
i

に
お
日
る
行
政
に
つ
い
て
、

い
同
に
人
一
治
J
V
と
泌
氏
収
支
の
子
貨
を
に
て
財
産
J
U造
物
を
市
川
布
し
わ
は
は
こ
れ
を
処
分
し

【侍る一九千
f

法

i
η
人
拾
を
み
と
む
る
こ
い
〈
は
剖
旨
ん
の
基

4
こ
し
つ
、
最
も
必
弘
t

で
あ
る
と
い
事
寸
意
見
で

そ
の
球
出
は
次

η
よ

う
一
ぱ
ぺ
」
川
副
伎
の
行
攻
実
践
に
↓
め
る
c

」9
3
U
わ
ち
、
同
一
反
の
事
務
は
、

山
地
ん
税
の
一
炉
、
球
依
収
り
は
惜
肢
と
街
庄
内
ん
ら
統
川
資
料
を
蒐
集
す
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っ
て
、
ば
只
は
刊
行
間
，
円
の
待
通
古
パ
ペ
け

E
肘
勺
市
＼
少
傾
の
！
一
桜
賓
と
悦
令
後
収
の
父
付
仏
の
一
心
街
〉
で
怯
ピ

役
喝
を
え
へ
る
と
云
」
貧
弱
さ
で
、
ド
ド
試
の
右
己
の
一
部
又
は
附
の
片
隅
が
区
長
役
場
ご
あ
り
、
ド
ド
択
は
ど
t
際
上
ト
J
E事
務
を
執
る
こ

／
）
は
な
く
、
会
一
佼
修
了
行
仕
え
の
主
記
ー
か
人
或
は
？
？
、
事
務
の
一
一
十
量
片
な
っ
て
司
る
加
佐
川
止
の
1
d
一の」
f

よ
め
っ
た

J

点
以
一
は
、
」
の

よ
う
な
化
闘
志
の
行
政
↓
支
店
、
り
も
／
二
」
ば
、

如
ιれ
に
い
液
碗
な
J
長
で
あ
つ
に
も
地
方
鳴
門
A
D
使
命
を
た
う
す
る
こ
ζ

の
出
来
白
い
の
は

寧
ろ
ム
コ
扶
：
で
↓
め
る
ζ

指
摘
し
、

最
も
急
務
／
｝
γ
γ
Q
一川は
T

級
行
政
機
関
た
る
筒
患
の

ょ
を
－
寸
治
体
と
し
て
其

先
陣
せ
し
む
る
こ
と
で
怠
っ
た
と
花
川
し
て
い

こ
の
よ
う
な
活
長
の
行
以
ι
人
信
は
、
明
治
相
川
J

主
入
v

復
命
斉
一
で
指
摘
さ
れ

心のと同一一仁、れ

レ
の
で
丸
る
。
凶
は
、
一
品
川
一
パ
ソ
ロ
治
体
と
し
て
の
存
？
d

に
必
一
見
な
る
程
度
の
回
拾
を
停
保
寸
る
た
吟
rL
、

従
来
の
い
域
古
川
見
山
手
な
け
れ
ば
店
、
ら
な
い
と
も
ぎ
れ
た

d

ま
た
、
け
参
事
に
な
ら
ハ
て
、
区
参
事
乞
1

点
灯
る
べ
き
と
い
う
な
見
も
出

手
ら
に
、
、
、
の
会
議
て
は
水
越
と
得
能
J

ど
地
ど
制
反
調
査
心
1

に
ん
め
に
明
鮮
と
山
拘
束
げ
I

L

一
九
浸
す

7
2
と
乞
決
定
し
た

F

本
越

は
、
そ
の
忠
由
が
「
当
時
マ
明
鮮
に
川
町
で
は
旧
日
山
官
民
国
制
よ
り
誌
ー
と
巴
k
制
と
と
ふ
λ

む
の
♂
布
か
れ
、
一
円
治
団
体
と
し
て
諮
問
機
関
を

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（
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J
る
制
A
M
M
Lの
り
、
前
役
山
川

一
年
よ
り
一
戸
給
与
務
が
移
信
せ
ら
れ
、

又
悶
木
作
に
於
て
は
比
順
及
i
人
迎
に
市
制
が
め
7mf
れ、

市
長
議
れ
は
辺
地
主
一
で
あ
っ
た
三
位
以
是
参
考
と
な
る
べ
き
材
料
、
も
柏
山
に
多
か
っ
ー
か
つ
だ
と
述
え
て
い

こ
の
A

三
議
を
通
乙
て

めし
r
ず
る
総
督
附
官
僚
の
闘
で
、
明
治
四
V
一
午
の
復
令
書
こ
同
総
に
他
方
閉
廷
の
見
地
叫
ん
N

ら
い
判
制
反
心
改
革
が
必
要
一
訴
え
、
ド
ピ
法
人
拭
一

M

ヰ
J

ト
ハ
与
す
る
こ
ぐ

注
司
！
？
へ
き
、

τ）
は
、
「
伝
命
去
；
、
異
な
打
、

ヰ
や
る
お
の
制
浅
に
な
ら
う
て
、
ド
長
の
諮
問
機
関
y
r

「
ν

て
区
参
与
を
百
同
意
す
る
ご
y
し
が
総
計
さ
れ
た
一
一
円
で
あ
Q
〉
ご
の
長
は
、

、I＋1
t

J

1
l
i
一

総
笹
川
引
↑
巳
僚
が
、
何
ら
か
の
地
方
行
政
へ
住
民
参
加
中
元
r県
L
、一
F

何
台
寺
：
と
異
な
る
れ
箔
の
地
万
い
咋
作
り
と
1

、
う
υ
方
、
え
仕
－
小
し

に
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
口

、
羽
令
お
一
六
六
口
勺
「
ゲ
了
。
っ
て
、
同
山
初
、
反
の
調
査
に
問
中
…
1
J
J
G
臨
吋
恥
村
、
川
引
を
施
行
し
た
（
そ

大
正
七
年
に
人
り

ι 

月
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r日

の
理
出
は
、
同
一
ち
に

1

区
ノ
行
政
制
夜
ヲ
一
一
心
情
ス
ル
L

E

の
で
は
な
い
、
で
「
近
々
改
に
ヲ
前
へ
」
る
た
め
い
も
作
一
一
倍
ノ
間
？
と
守
安
L

ず
る
こ
と
に
ゐ
っ

子
札
は
、
総
賢
治
の
地
方
制
変
改
革
の
意
思
を
公
凋

L
た
こ
ζ

に
な
る
と
と
ー
も
に
総
貨
柑
が
本
略
的
に
し
が
ん

J、
円問

制
改
改
革
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
た
、
」
こ
わ
2
4
す
も
の
で
あ
乃
う
ロ
水
越
に
よ
れ
が
い
、
前
年
会
議
心
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
、
川
米

の
〆
何
？
牛
な
る
も
の
の
夜
間
分
合
ん
で
適
当
に
し
て
、
地
万
三
級
？
一
治
団
体
と
し
て
り
運
用
の

i
に
支
障
な
か
ら
し
む
」
よ
う
に

の
ぷ
4
y
b
p
行
わ
れ

γ一
v
t

と
ニ
ム
J

J

L

六
月
、
台
湾
総
背
の
更
迭
が
発
表
さ
れ
、
七
月
、
安
東
と
同
様
に
新
鮮
統
治

窪
軍
巾
刊
の
が

J

七

川

知

に
就
任
し
た
〈
台
湾
総
前
門
わ
交
え
に
も
民
わ
ら
ず
、
下
村
を
中
化
と
す
る
地
方
制
度
改
革
事
業
は
従
前
と
従
わ
ら
ず
か
が
続
、
メ

;!;, 
ZトてF

山
花
貸
出
川
に
名
に
け
の
庶
務
烹
長
が
招
集
さ
れ
、

U
U
制
度
に
関
す
る
会
誌
が
聞
か
れ
た
わ
協
議
事
尻
は
、

L
i、

1
「

（ 

_, 

い
中
貯
υ匝

及、
J
I

造
物
心
、

r杯
と
ん
必
ず
こ
と
（

よ
い
の
事
務
む
管
域
は
キ
の

刀
川
弘
中
一
と
な
す
こ
と

ィ
～
庁
長
を
し
こ
答
ー
埋
吐
し
め
い
ド
以
は

日
悩
助
絞
悶
介
、
っ
し
む
る
こ
と
（
コ
－
ド
一
文
ん
ど
し
て
U

古
川
町
せ
し
め

d
X
は
之
を
杭
討
す
る
こ
と
、
一
一
ド
心
機
関
は
f

り

十
マ
仏
中
ナ
ピ

採
川
市
す
る
こ
し
仁

へ
イ
）
区
長
、

M
門
主
川
記
h
ゲ

LdH吏
待
遇
と
す
る
こ
と
一
、
汀
）
ド
氏
、

区
世
川
記
は
官
吏
と
仲
ず

！大j

地
町
村
戸

世
田
引
「
仙
の
－

如
f
ふ
ぷ
ん
と
ず
る
こ
と
（
凶
）
ば
の
公
H
パ
市
下
務
の
範
囲
古
市
也
む
る
ミ
と
へ

げ
円
安
の
ぬ
ぐ
以
を
刊
誌
む
る
こ
と

ハ
）
区
い
諮
問
機
関
を

刊は／、，
hw
斗
と
と
い
え
こ
と
で
↓
あ

J

山
討
議
て
は
、
強
訴
事
川
、
に
対
L

な
首
百
心
が
山
さ
れ
た
が
、

い
を
肘
伴
及
川
一
造
物
の
体
と
な
す

J

」
「
公
法
人

〆｝巳！レ、

1
J人

安
の
川
位
以
北
認
め
る
と
い
h

つ
、
」
乙
と
意
見
心
一
致
を

Mhl一υ
ま
た
、
い
を
「
公
共
団
体
と
す
る
こ
と
こ
な
れ
ば
湿
の
諮
問
隊
問
を

E
」
〈
ニ
エ
J
U
ブ
必
要
で
あ
る
T

エcれ
た

U

さ
ら
に
、
主
北
、
台
中
の
よ
う
な
大
都
市
に
つ
い
て
は
、

市
町
ー
を
施
行
す
る
か
さ
っ
か

と
い
う
、
｝
乙
も
新
に

う
L
て
、
得
約
方
庁
の
官
僚
ら
が
μ

業
主
っ
た
会
議
で
は
、
り
旧
午
什
viが
ん
た
凶
汀
官
僚
に
限
っ
た
会

議
よ
り
も

円
H
治
体

に
ず
る
改
革
情
想
が
ま
と
め
ら
れ
に
の
で
忘
る
乙
正
日
「
ベ
ル
マ
ゲ
こ
と
は
、
市
制
札
施
行
の
前
入
斗
刊
で

υ〈

h」

,,, 
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あ
る
）
；
い
う
の
は
、
こ
れ
は
wm一
村
守
可
の
地
L
4
制
皮
北
リ
中
出
τ長
が
地
L
A
行
政
の
最
十
九
日
制
の
川
口
制
度
の
改
革
に
ド
ま
ら
な
い
こ
を
r

を
小
し

ど
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

翌
十
K
7
1

へ
4
に
は
、

植
民
地
ム
ハ
湾
の
統
治
体
制
に
か
か
わ
る
重
大
な
変
革
が
行
不
れ
ん

τ
八
日
に
行
法
従
村
白
山
川
官
制
が
改
？
と
け
れ
、

台
湾
総
辞
武
宮
寄
託
割
引
夜
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
民
政
片
口
が
総
務
長
（
い
に
改
称
さ
れ
ん
f
n

こ
の
件
、
止
の
首
計
に
は
司
年

け
に
植
民
地
明
鮮
の
大
規
枚
以
独
立
騒
践
に
対
山
一
口
？
＼

日
本
の
1
え
再
投
策
の
手
泊
し
か
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
c

ー
パ
断
政
い
但
1

t、
lっ

「
ヰ
出
政
治
l

へ
こ
恥
哨
現
し
よ
う
ζ
4
0
J

る

九
ノ
一
号

J

L

J

 し
か
し
な
か
ら
、

一
一
ヵ
月
前
む
六
月
二
一
ヘ
は
に
勅
令
第
＝

一
り
を
も
し
＼
h
湾
総
制
門
町
｛
己
批
が
改
庁
さ
れ
と
レ
ヲ
亡
、
｝
と
も
主
民
で

？
？
て
こ
れ
は
、
台
湾
指
試
円
山
川
パ
V
Jパ
政
部
に
内
務
川
町
が
新
設
さ
れ
、
～
沈
米
の
執
」
一
村
民
本
卓
寸
J

古
川
書
務
［
川
に
、

L
L
C
長
で
あ
る
誓
川
紘
一
【
れ
を

筈
務
総
長
に
改
一
市
一
寸
る
三
と
を
恒
L
J
「
し
た
改
一

ιで
為
ワ

択
密
院
C
審
議
で
は
、
改
一
r呼
山
が
つ
ぎ
の
よ
う
L

説
明
さ
れ
て
い
る

J
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台
湾
ノ
地
ん
行
政
ハ
事
ず
、
世
戸
察
’
口
一
fJiに
J

ヌ
ル
モ
ノ
多
ク
k
川
凶
目
立
（
ノ
市
下
W
V
Jぷ
ク
出

H
R的
ト
ナ
ル
ノ
嫁
ア
り
品
川
テ
今
日
バ
川
氏
ノ
釧

ハ
川
務
付
ヲ
ン
ブ
名
乙
ニ
当
ラ
ン
メ
丙
者
相
対
立
h

シ
ム
ル
ノ
趣
旨
J

川ノ

ヲ
U
4
4
警
察
一
一
代
一
ア
ハ
腎
務
口
川
，

般
行
政

か
つ
て
後
聴
が
叫
晴
子
－
八
登
山

vzC付
、
中
心
の
政
治
が
改
め
ら
れ

変
ず
る
に
、
ノ

fmの
改
正
で

「
殺
行
政
」
を
新
訟
の
山
口
訪
日
一

に
当
三
ぺ

J

せ
る
f
と
と
さ
れ
三
の
で
為
る
。
そ
の
志
図
は
、

「
門
品
川
］
局
庭
一
務
規
程
制
定
／
が
け
」

六
月
一
一
八
U
U
り
案
の

げ
」
今
J
郎
、

川
叶
行
政
二
問
パ
ス
凡
市
平
沼
」
、
一

h
h
k行
政
二
対
一
ス
ル
事
法
」
、

刊一

辛
口
v
t

な
こ
を
械
学
に
定
め
ー
こ
こ
／
工
μ
ら
一
も
旬
、
え
士
7
0
改
rt
の
ム
ス
羽
に
p

山
け
て
積
説
的
に
働
き
か
け
キ
行
つ
に
の
が
～
村
で
あ
f

二人

j

－w
わ
れ
る
c

さ
ら
に
、

地
方
制
t

と
そ
の
こ
い
ル
ー
地
方
判
明
l

を
設
け
、

「
出
万
経
訂
ニ
河
ス
凡

r
p
i
T叶
J
ふ
4

品、
4
；
 
七
月
一

河一日、

訂
山
川
一
姐
内
務
口
吋
ド
民
に
就
つ
し
た
川
崎
宇
土
口
に
汁
し
L
、

現
在
の
庁
制
度
を
夜
1
て、



r日

川
川
制
民
す
古
ー
比
測
し

一己〆

台
湾
に
も
白
出
制
十
一
引
さ
、
台
湾
人
主
も
政
r

出
に
半
昔
前
さ
H
Zにい」

地卜
h
d
制
A

は
の
I
八
改
革
Jr阿
行
？
了
に
い
L

と
い
う
今
伶
の
統
治
方
針
を
披
露
首
〆
た
以
ー
の
も
で
つ
先
こ
ζ

か
え

ハ
月
の
Ah制
改
f
h
T

は

の
治
方
行
政
か
ら
脱
却
ー

J、
円問

新
た
に
設
置
さ
れ
七
門
局
同
の
P
で、

T

ぺ
削
制
反
に
か
わ
り
刑
判
制
友
人
乞
実
施
1
1
rけ
湾
人
の
政
治
参
日
へ
の
追
を
川
同
こ
う
こ
す
る
l

汁
の

改
革
立
は
か
旬
、
〈
る
も
の
で
為
っ
～
ケ
〈

γえ
寸
つ
。

内
村
が
川
川
に
披
露
し
ー
一
統
治
お
針
宇
奈
川
川
け
る
－
寸
7
v

ハ
J
Rぶ

か
れ
菅
川
川
は
ド
拍
同
心
庁
公
ぷ
の
民
主
に
応
じ

川
川
年
の

地
方
別
展
？
Jυ

宅
心
基
礎
に
仕
す
べ
き
政
案

へ
以
下
は
一
腹
案
一
と
川
町
ぶ
）
を
提
出
し
た
t

一
段
京

心
苦
了
ば

（
）

MAZワ
ト
級

公
共
直
体
の
川
城
PA
）
市
町
吋
及

J

ぺ
」
と
は
ず
い

γc

｛
」
三
市
町

μは
法
人
と

L
権
引
義
務
の
ム
下
体
人

ご
ぺ
」
域
心
花
区
分
ム
ー
を
／
什
h

す
こ
と

ら
し
む
る
日
」
レ
〈

二
台
市
町
区
に
協
議
長
会
五
山
巳
ノ
よ
と
ニ
ハ
）
市
川
い
L

刊

問
、
市
に
市
長
則
市
長
刊
U
U
に
町
区
長
ピ
泣
く
こ
と

笥

rj長
を
置
ノ
ミ
ー
ぐ

一
、
七
＼
市
町

K
の
財
政
権
γ
」
認
む
る
こ
と

（
八
）
市
町
民
む
組
合
乞
設
く
る
こ
「

－／」い弓ノ】」
l
L
J
f
L
R

一f

こ
、
り
川
収
量
T

は
二
つ
の
重
山
弘
之
庁
、
が
あ
る
ι

ま
す
、
治
々
は
、
川
刊
の
人
な
ら
ず
、
市
－

W
主
新
た
H

設
併
す
る
と
と
も
に
、
市
町

区
が
い
ず
れ
も

し
権
問
義
務
（
U

i
体
と
し
て
「
制
政
権
を
認
り
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
為
る
、
市
町

μ一
昨
地

十

A
f城
公
共
川
体
、
乙
v
J
て
投
げ
h
J
1
る
い
い
し
的
は
、
什
は
民
に
「
向
一
の
責
任
J

午
、
以
て
地
方
喜
一
務
の

u山川
J

ど
処
刑
叶
」
さ
巾
げ
る
こ
と
に
一
山
る
し
）

さ
れ
た
戸
市
町
ほ
に
法
人
格
な
付

hJrる
巨
円
的
は

心
地
方
的
八
ム
パ
事
業
を
処
坦
ぜ

ν

引
る

勧
業
、

二
一
に
あ
る
y

さ
れ
た
っ
そ
の
川
町
源
は
、
に
「
川
区
心
即
応
よ
h
牛
「
る
収
入
常
造
物
使
川
料
交
お
ん
す
を
以
し
ど
に
充
L

て
る
」
〉
一

と
し
、
足
り
な
い
場
合
「
国
税
治
方
税
幻
村
山
枕
及
特
別
税
を
賦
謀
役
門
札
ゼ
L
h
h
る
ご
と
と
1

〕
又
必
公
あ
る
と
き
は
十
八
役
現
品
中
ι
北川河

以
ー
一
川
「
〆
む
る
』

司、1v
、A
f
f
f
 

こ
と
乙
さ
れ
た
u

そ
）
て
、

z
れ
に
ふ
3
1わ
し
い
山
政
的
主
盤
な
確
保
」
つ
る
に
け
炉
心
に
、
現
行
の
は

6
2バ
吹
を
、
ー
一
一
崎
置

L
、
一
比
一
数
は
約
一
人
口
に
し
に
羽
夜
ム
れ

2

1

ハ
人
止
を
減
少
す
る

t
7合
川
面
さ
れ
た
。
！
け
は
す
べ
き
こ
こ
は
、
山
町
メ
J

／一

円
治
体
一
と
し
て
一
北
ぬ
る
骨
一
世
古
前
夜
に
わ
た
っ
山
し
た
点
で
あ
る
〈
と
レ
う
の
は
、

法
人
と

L
権
利
義
務
の
ム
下
体

た
る
い
い
河
凶

'Piえ人法学； GO 、＇.G106） キc2:'2[2υ1'. 3、



？
っ
実
現
、
ぱ
止
場
合

一
庁
制
と
の
給
公
性
に
必
ず
問
慌
が
が
じ
て
く
る
と
f

人
刀
に
考
↓

γ
つ
れ
る
か
つ
て
あ
ゐ
そ
の
一
立
味
で
、

月
の
「
殴
案
は
、
地
方
判
別
立
全
体
に
わ
た
る
改
革
を
恨
の
た
ー
も
の
と
1
L
て
山
司
令
h

一
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

持
は
、
市
－

Nd
・
区

「
崎
市
議
員
会
」
を
設

E
」
三
也
、
」
乙
で
あ
る
：
F…
述
、
よ
～
池
ト
力
川
併
の
事
業
日
計
費
は
、

ν
快
仲
川

民
が
色
川
市
川
J

す
る
「
と
と
な
る
三
め

’U
の
均
必
行
政
ヘ
け
住
民
参
加
が
想
火
、
予
れ
な
け
れ
ば
店
、

υな
い
乙
円
、
f
わ
孔
る
口
協
に
一
的
］
司
会
1

L主

市
1
吋
i
C
J
E民
主
ア
件
に
ハ
ー
さ
y
ん
を
諮
問
」
つ
る
、
）

Y

」
と
じ
込
住
民
と
意
目
、
心
叶
味
、
古
を
計
り
川
四
十
勺
持
交
上
ム
亘
涜
な
き
を
山
U

と
す
る
ト
め
ピ

置
か
れ
る
も
の
と
さ
丸
、
そ
の
炭
汗
刀
直
ル
仏
は
、

し
庁
長
！
／d

を
つ
命
す
る

こー：
ζ

と
こ
ろ
で
、

は
、
地
右
主
体
の
法
人
絡
を
川
お
か
ノ
ア
匂
一
方
で
、
日
旧
公
調
員
会
一
乞
議
決
機
民
と
し
、
注
本
制
度
士
注
入
す
る
こ

腹
案

と
は
花
γ

付
し
て
い
た
へ
を
の
埋
山
を
よ
向
い
按
不
す
弐
れ
ん
は
に
い
が
、
お
そ
ら
く
以

h
i
C
ょ
、
つ
な
こ
と
で
あ
ヲ
？
っ
と
佐
察
さ
れ
る

J

ま
ず
、
「
t
政
長
d
H
C
下
川
刊
の
台
湾
認
識
と
手
け
ら
れ
る
型
地
し
え
一
所
以
一

p

」一
D

、
f
L

U

4

L

V

 

柱
民
地
朝
鮮
に
一
門
吸
し
次

Uノ

の
よ
つ
に
冶
べ
て
い
る
r

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

，いりム丈一打

月
目

の
こ
と

ヲ
刻
附
刊
二
上
ス
レ
ハ
立
ハ
ノ
民
放
ハ
性
質
店
収
一
能
一
／

ラ
ル
、
又
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
カ

7 --
立
与
凶
民
口
f

対

7
4
一7
附
同
タ
ル
ニ
訓
ス
シ
一
フ
人
泌
氏
族
ノ
ロ
ω
，
刻
ぷ
J
j
l

、
判
昨
ノ
統
治
又
頗
ル

二
泊
、
ヘ
伊
藤

立nー
枕
段
以
恥
将
九
れ
ど
ヵ
絞
F

…
旧
二
川
村
一
一
心
血
ヲ
滋
カ
レ
タ
ル
ヤ
ハ

小
口
ノ
m
n
H

ル
所
」
J

リ
ノ
、
町
方

E
台
湾
ノ
状
桂
川

l
叙
ノ

知
ン
ト
セ
ハ
A

／
」
カ
統
治
又
決
、
ン
一
一
ノ
ム
谷
易
ニ
F

ブ
ス
。

植
民
泊
朝
鮮
乙
対
比

L
な
が
ら
、
台
湾
が

ム
文
都
民
政
ノ

部
ノ
割
引
附
」
で
あ
る
三
め
、

民
政
ハ
件
質
問
駁
二
部
、
ン
ー

～
d
lーで
1
l
v
 

く
、
一
統
治
又
決
、
ン
一
ア
容
易

72
ラ
ス

と
け
ん
で
レ
ち
こ
の
よ
う
以
抗
議
ケ
一
ね
つ
ト
い
刊
は
、
台
湾
現
地
ア
－
民
に
直
ら
に
政
治
会
加
、
メ f〕
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r日

せ
る
こ
；
は
統
治
上
凶
詳
な
山
祭
主
引
き
起
い
「
松
れ
が
あ
る
と
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

f

J、
円問

つ
は
、
初
州
制
判
例
制
定
過
粍
幻
経
験
が
き
は
川
ら
れ
る
υ

大
正
ハ
年
九
し
月
二

行
一

関
東
州
に
一
派
遣
さ
れ
た

J

削
明
鮒
立
は
、

I
A小人

π

、J忽
u
h

つ

E
、
水
い
私
ら
が
担
方
制
泥
沼
U
W
A

司
ー
的
で
糾
鮮
と

人
止
二
〈
け
に
対
判
刷
、

大
リ
ハ
年
に
十
州
制
が
…
て
れ
ぞ
れ
制
P
4
さ
れ
て
い
た
〉

r
一
く
に
、

山
田
川
州
国
の
佳
史
を
有
す
る
壮
に
つ
い
て
、
朝
日
叫
白
剤
は
、
泊
万
凶
体
の
法
人
的
情
や
｛
い
い
選
諮
問
榔
判
明
A
D
湯
議
会
の
設
出
が
刊
誌
め
ら
れ
て
い

～
～
口
先
げ
つ
で
諸
問
絞
殺
乙
｛
E
巽
叩
皮
を
い
笹
川
？
た
戟
蜂
壮
刊
の
税

つ
川
て
、
主
性
銭
氏
の
研
究
で
は
、
戟
鮮
総
管
府
内
祁

日
一
山
川
市
一
案
否
議
に
お
け
る
ん

d

猟
人
同
協
議
長
供
出
市
有
公
選
川
友

に
汁
す
る
設
前
の
い
綜

f
が
つ
ぎ
の
よ
有
に
紹
介
さ
れ
と
司
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

LT
九張

n
従
来
の
述
、
小
制
度
古
維
持
し
た
い
F
J
で
、
栂
々
川
町
b
九
主
主
わ
P
J
の
で
あ
る
が
、

ιし
之

3
E
E
m
J制
皮
に
ず
れ
M
M
漢
字
人
心

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

仮
に
、
鮮
人
れ
い
り
方
が
約
一
地
人
に
比
し
遥
か
に
多
数
一
定
い
め
て
府
る
が
故
に
、
選
挙
の
結
果
は
、
必
ず
ド
地
人
が
圧
悦

r
h一
れ
る

、、
市いず
h
ι

、
さ
り
と
て
選
挙
資
格
内
情
殺
と
設
け
て
日
、
弊
を
紡
く
こ
と
と
す
れ
ば
、
鮮
人
の
此
ぃ
倍
、
か
市
川
白
く
よ
た
い
、
そ
こ
で
じ
ひ

を
旧
付
ず
）
山
一
挙
制
度
J

／
」
廃
し
て
｛
口
）
出
制
民

花
山
内
、
は
H
U
干
名
に
よ
る
も
の

判
鮮

Mmh日
目
附
の
前
ぃ
制
，
条
は
、
ー
引
判
ゴ
い
わ
九
人
の
数
な
ど
の
い
ヂ
悩
包
点

J

慮
、
」
内
地
人
が
也
倒
せ
ら
れ
る
選
挙
制
度
で
は
伝
く
、
訪
問

機
関
の
肘
鳴
議
員
の
退
任
方
法
ぃ
「
υ
で
巨
選
判
例
同
止
を
採
用
じ
た
の
と
あ
る
公
一
コ
ノ
る
に
、

協
議
支
の
民
政
三
、
｝
い
う
l

川
ず
は
官
渓
制
反
が

持
い
月
さ
れ

E
な
球
叶
で
あ
っ
た
υ

抑
制
に
一
ぷ
近
さ
れ
た
台
湾
総
経
府
凶
僚
ー
へ
当
然
以
卜
の

o
h
つ
な
白
川
立
制
反
五

J

へ
の
述
出

γ

ひ
γ
知
コ

亡
い
た
の
で
占
の
ろ
う
。
二
一
け
こ
こ
が
介
治
に
お
日
司
令
杭
伎
設
計
に
い
が
響
を
守
え

r一
可
一
花
性
は
十
分
に
あ
る
と
忍
わ
れ
（

οn

こ
の
－
ー
で
つ
に
、

、
村
の
台
湾
ヘ
に
対
す
る
認
識
に
加
え
、
朝
鮮
の
士
つ
に
は
本
人
止
山
EhA回
目
一
笠
史
り
な

η
つ
に
台
湾
に
お
い
て
、

選
挙
制
反
を
与
人
L
U
J
れ
は

寸
能
主
が
忠
る
と
w
与
え
ら
れ
r

之
、
訟
に
、

内
政
人
か
ど
前
せ
ら
れ
る
一

地
ん
団
体
の
紘
一
院
ム

uchの
選
出
仁
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選
v
b
J
制
夜
、
F
rヰ
ヘ
さ
れ
な
か
ワ
た
と
推
測
「
ヲ
」
と
が
で
き
て
つ
ο

以
L
L
み
て
き
し
ナ
ん
と
い
一
ろ
か
ら
川
明
ら
か
な
よ
ヘ
に
、
一
「
川
刊
を
ド
心
に
山
市
川
智
府

7

一
訂
川
一
で
は
、
地
方
向
売
の
見
地
か
っ
治
方
行
政
の
一
不
山
抑
制
耽

縦
で
あ
る
い
制
を
い
か
に
戸
時
止
す
る
か
、

ぐ
い
う
同
町
ム
旧
凶
h
年
の

J
け
い
之
町
合
で
抗
起
さ
れ
～
一
課
題
に
新
七
に
絞
り
仙
犯
人
、
約
て

4
の

山
成
月
を
か
日
て
、
別
7
れいた
E
f
北
汗
中
の
大
京
八
年
一
ハ
ソ
パ
ペ
に
、

一
は
治
体
l

ζ

L

て
の
庇
町
一
込
h
T
d
邑
ず
る

を
絡
め
｝
げ
丈

の
で
v

ゅのヅ匂
u

一
泊
悦
す
ご
一
い
ら
、

一
ゴ
治
体
t

創
設
の
狙
い
は
、
公
共
事
業
を
託
リ
〉
け
す
る
r
ザ
以
心
付
守
こ
、
均
十
勺
わ
政
へ
の
牧
民
参
加
げ
い

z
の
こ
と
と
伊
付
、
え
よ
う
c

後
者
は

レ
う
徳
的
て
山
山
川
悦
さ
ー
れ
る
形

以
市
民
地
統
治
一
一
の
辛
清
に
よ
り
い
弓
選

し｛一ノ＼に

で
し
か
内
ー
口
氏
の
池
心
行
攻
ヘ
パ
νJtj
加
は
認
め
ら
れ
一
ぽ
か
っ
と
－

ヨ当

初
代
文
山
総

V
・
R悌
一
戸
坊
の
向
場

説
的
て
は
、
武
U
U
総
資
時
期
に
開
始
さ
れ
ム
ン
h
台
市
内
兆
円
お
け
る
地
主
制
改
改
市
事
業
（
山
一
転
続
の

ぷ
に
つ
い
と
枚
お
し
ら
j

d

r

小

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

〕
－
、
、

が

N
h
て
門
店

文
JH一
弘
田
口
正
常
治
郎
の
登
場
が
批
十
ハ
リ
制
皮
改
革
市
主
主
に
ιJ
ザ
ん
た
影
響
に
つ
い
て
考
察

rる。

周
知
の
工
え
ノ
に
、

I
八
一
ょ
ん
咋
い
は
引
制
で
も
地
方
制
攻
の
改
i
v
p
行
わ
れ
た
c

至
円
hA氏
に
y

亡
亡
、

朝
附
川
の
地
方
制
度
改

rr
いつ

い
て
、
人
正
八
ん
け
八
月
、
雇
首
相
、
即
刻
朝
昨
捻
背
の
斎
藤
実

ir新
政
必
稔
肢
の
不
叶
村
耕
太
郎
に
け
け
し
℃
、
「
州
則
的
統
治
恥
日
川
町
志
波

（
明
治
凶
一
’
寸
全
面
改
正

J

江
指
示
J
W
－
山
凶
し
亡
、
一
と
が
町
出
航
さ
れ
て
い
る
υ

大
正
え

4
明
鮮
の
J
U
方
制
支
改
革
は
、

一、

i
f
t
！

i

】

J

川
川
狩
山
県
ド
山
m

乙
沖
縄
民
投
当
局
艇
町
村
制

戸
町
ム
川
阿
一
心
年
制
定
）

を一七
d

フ
ル
に
ふ
2

？
ざ
こ
い
う
H
、
件
的

、
、
〕
〈
打
↓
ー
ト
J
ノ
コ
一

j
l
j
J
才

ノ

ゴ

4
r

新ム
y
hけ
い
総
以
同
一
け
伺
｛
～
対
し
て
、

原
が
地
方
自
波
茂
止
に
川
崎
パ
「
司
令
い
ハ
体
的
広
治
不
正
乞
出
し
た
形
陀
は
見
当
に
ば
い

U

十八正

し
か
し
、

日
冗
日
、
心
析
官
邸
内
、
羽
か
れ
た
四
日
送
別
会
の
あ
ベ
一
子
述
敦
化
介
湾
人
為
純
は
本
人
よ
r
八
万
引
州
、
川
叩
山
円
相
之
口
い
れ

U

4
－
 

J

パ
拒
川
心
円
九
十
枝
一
日
川
意
之
官

八
↑
寸

と
レ
う
や
り
取
り
が
九
二
～
？
立
に
為
る
c

較
市
川
の
地
方
制
度
改
革
に
汁
し
て
指
一
一
小
L
た
よ
う

J

げ
古
川
心
開
守

（！メ人民半、 Gi (6 188' JZ:3＂〔2りlキ 1



r日

は
H
川
、
ワ
れ
な
か
っ
た
c

一
月
一
一
ド
、
台
湾
到
r

病
後
一
一
じ
は
の
斗
ば
、
一
「
付
か
ら
「
悶
台
湾
将
棋
υ

一
政
さ
ハ
／
事
的
ツ
／
人
工
比
況
L

を
隠
れ
1

）
て
い

k 

刀〉

ilt 
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J、
円問

円
は
百
部
心
鉄
道
、
い
円
相
慨
に
沿
っ
て
視
察
を
わ
い
、

月

E
の
Y4ド
民
会
議
で
枕
ム
川
」
L

に
つ
い
て
の
所
［
一
L
L
d
述
べ
三
」
そ
の
な
か
で
、

他
方
統
、
川
に
つ
い
て
ー
ム
口
減
は
絵
り
に
部
会
集
中
主
義
に
傾
い
亡
、
田
舎
の
方
は
比
較
的
－
」
P
れ
ら
れ
て
］
ザ
戸
と
指
抗
7
1
一
漸
J
V
人
組

十
勺
心
A

何
1

止
に

丈
山
口
出
渋
沢
宇
一
段
ぼ
「
l

こ
の
し

J

で
7
い

た
め
に
、
ー
地
方
制
度
に
も
続
分
改
善
z
ぜ
泊
ふ
べ
き
』

明
弘
山
司
令
に
清
一
べ

台
湾
地
蝋
に
人
一
、
か
ら
、
同
が
地
刀
開
発
む
た
め
の
州
方
引
度
改
革
の
必
叫
件
を
認
め
た
の
で
丸
山
る
c

u
i
b
J
？
に
地
方
制
皮
改
革
雫
辺
市
に
加
わ
っ
と
－

K
作
判
例
の
山
口
一
勾

r
ウ
い
こ
検
討
し

市
ム
一
一
「j
リ、

月
一
川
川
に
、
同
は
、

F
判
、
川
崎
を
守
邸
に
拒
沃
し
、
県
山
初
、
J
府

昨
刊
誌
で
き
る
符
川
て
は
、
こ
れ
が
白
に
よ
る
地
方
制
皮
改
革
の
た
め
の
初
め
て
の
会
議
で
あ
っ

苦1

.~ 
も
本

7怯
〆ゾ

b日
ス，

/> 

一堂
日？宅

金

総会
院
イ日
大
iトL

4、
!!!! 

よ
i:J'. 

、
」
れ
い
り
と
与
で
に
は
、

地
方
制
反
改
革
む
攻
悩
刷
業

「
県
制
民
項
、
ー
山
市
制
め

索
、
「
市
制
民
市
ぺ
町
民
削
安
項

戸
川
小
ド
川
町

1

第
一
同
会
議
案
と
呼
広
場
へ
口
が
あ
る
〕

二
コ
、
f
L
L
夜
、

m
m
U
J
7
〉

L
コ
レ
一
、

！

l
v
I
V
V
6
5
v
l
i
l
t
j
一

2
1

お
同
会
議
出
火
人
は
、
会
一
議
以
川
三
作
成
主
れ
た
と
斗
与
え
ら
れ
る
べ

V

一
は
り
会
議
で
は
県
制

げ
い
払

F
の
汗
政
組
織
に
悶
「
る
必
｛
止
の
大
枠
vp
決
ま
り
、

日
司
に
司
は
ト
寸
断
U

に

「
地
方
制
皮
刊

υ一J
5備
を

今

U
判
政
比
一
一
心
占
家
主
命

旬、F

・--

月
九
じ
に
は
、
第

刊
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
コ
参
川
メ
ン
バ
ー
は
、

司
、
下
付
、

川

rJ、
前
島
士
ム
旧
執
務
局
長
、
稿
、
松

本
町
吉
、
さ
多
孝
ム
旧
、

π
j元
次
郎
の
一
犯
さ

H
Yニ
不
純
で
あ
っ
た
｝
の
じ
の
会
訴
さ
は
、

月

－uド
一
点
紙
に

1

大
王
八

庁
万
冗
日
、
内
務
尚
従
来
、
第
二
刊
の
分
ー
コ
ー
コ
法
県
出
安
ぷ
」

の
表
紙
の
み
）
／
一
い
う
者
き
込
立
が
あ
る
、

抗
日
和
」
と
押

ー
ー
し
二

日
H
V
A」
ず
ぺ
｝

f

ム
げ
は
県
割
安
汀
v
t

台
湾
何
創
設
反
」

〔
刀
、
一

に
つ
レ
て
の
苓
説
日
／
れ
わ
れ

r乙
水
越
に
よ
れ
ば
、

台
湾
三

i
引
波
茂
』

一付

i
u一
条
」
と
呼
ぶ
場
台
が
あ
る
、

月
一
九
円
川
以
山
～

一J
口
汚
品
叫
ん
川
」
ロ
官
制
改
正
法
一
波

会
ぷ
は
一
九
何
者
同
γ
ハ
什
仲
仁



ρり

於
て
地
L
ハザ向
r
信
制
点
一
い
を
不
認
し
ん
に
と
い
う
〉
川
の
ゴ
記
で

E
、

ノL

n" 
ん
」
弘
、
ト
れ
、& 

後
四 J:i
H守山I
i!l 
ill 向

絞店：:i

」 何
、
富
島
及
ム
一
一
花
者
L
け
1
4

古
端
、

町
制
改
礼
、
支
込
守
泊
方
円
「
日
制
、

出
方
制
度
制
え
案
、

帯
議
也
九
、

Y

〉、

j

、

1
ャ

j

J

I

 

出
方
官
官
制
こ
地
ん

制
h
J

改
革
心
大
梢
が
戸
～
の

E
の
公
議
で
伏
り
心
さ
れ
た
乙
伝
え
つ
れ
て
い
る
以
ー
で
は
、
「
第
一
一
副
会
議
案
」

ζ

円一

b
E案
L

と
の
異
司
会
検
討
「
る
n

と
J

、
っ
け
は
、

こ
の
占
が
明
ら
か
に
J

ぼ
れ
ば
、

文
信
抵
首
が
J
1
J

え
に
影
響
J
h
明
ら
日
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で

、~

" μ ノ

令ウ
主
ず
、
い
引
唱

に、

F
級
川
山
々
引
μ
山
げ
の
名
刊
刊
で
あ
る

U

会
訟
の
、
ほ
か
で
、

の
趣
旨
か
ら
、
本
志
の
刊
村
に
は
ら
う

内
地
処
長
ム
下
義

べ
さ
と
い
一
7
意
け
ん
か
多
く
苛
か
れ
た
た
片

ι、一

月

ム

日

案

℃
は
出
川
同
一
件
と
さ
れ
ど
の
乞
市
町
村
に
夜
更
ず
る
こ
と
に
芯
つ

弘前

十
印
税
地

η凶
仏
一
県
一
の
れ
て
：
r

め
る
コ
一
県
制
山
正
反
で
は
、

子
、
口
県
む
名
称
区
域
及
其
心
配
同
八
久
J

～f
）
ム
日
待
令
山
口
川

を
尽
に
分
つ
」
と
と
主
れ
、
じ
つ
の
山
県
一
心
花
味
、
科
竹
町
、
ム
川
中
県
、
嘉
義
県
、
人
山
口
南
田
小
、
問
緑
川
県
、
台
市
恥
県
）
と
況
定
宍
れ
て

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

「
台
湾
尽
制
法
院

で
は
、
斗
古
川
均
一
り

（
イ
一
が
（
イ
一
台
湾
〈
早
川
ハ
台
京
及

4
蓮
浴
U4
ヲ
除
キ
之
口
r
保
二
分
r

l

ト
」
と
吉
き

、古一ず

し斗
f
j

え
Xじ
打
、

同
縦
円
九
日
子
高
抗
日
に
吸
収
さ
れ
て
7

ハ
つ
の
川
県
と
な
っ
た
ο

人
（
い
は
り
士
山
一
一
部
と
同
れ
い
異
な
る
品

m
h制
反
寸
を
石
綿
ト
2
0〉
い
え
ノ
大

正
九
年
改
革
の
特
設
の
一
つ
は
、

司
の
も
し
r
で
決
｛
一
心

ν
た
の
で
あ
る
、

ー
が
百
万
四
件
の
つ
い
治
川
体
ぐ
し
て
の
権
限
を
認
め
る
「
ー
で
あ
る
。
「
二
月
丘
じ
系
」

員
パ
一

h

九、

の
円
は
い
注
州
制
市
古
川
（
は
、

次
mて
と
つ
に
記
ー
平
、
い
る
。

一
、
戸
主
住
民
及
見
ノ
権
列
義
務
ヲ
f
t
ム
ル
ー
ト

同
庄
内
一
ニ
住
所
ヲ
有
λ
ル
モ
ノ
ハ
立
ハ
ノ
ハ
ヰ
ノ
住
民
t

ン
住
民
ハ
は
け
汁
ノ
財
丙
及
伊
川
辺
収
ヲ
ロ
ハ
ベ
山
川
ス
ル
格
引
弓
有
ン
ペ
」
時
ノ
負
担
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r日

ヲ
分
任
ス
ル
哀
悼
叫
↑
ヴ
色
ハ
ン
ム
ル
コ
ト

ドー斗
7

一
二
一
庄
内
ヲ
布
セ
ン
ル
平
一
い
志
内

ヲ
所
有
シ
占
右
J

J

灰
出
門
一
石
業
一
ブ
為
ス
そ
ノ
ハ
区
止
税
一
ベ
ノ
臼
ハ
刊
ス
ル
義

J、
円問

務
ヲ
品
司
バ
ハ
シ
ム
ル

4

卜

辺
、
戸
主
ノ
は
主
権
ヲ
刊
誌
ム
ル
コ
｝

竺
比
ハ
リ
ペ
一
汁
住
民
ノ
砿
刊
義
務
二
月
、
ン
台
湾
総
督
ノ
前
町
三
日
守
弘
リ
条
例
ァ
設
、
ク
ル
コ
ト
ヲ
待
凡
コ

f

メ
庁
生
ハ
常
造
物
一
一
世
戸
ン
条
例
ヲ
以
（
γ

ス
ル
E
ノ
ノ
外

J

人
一
庄
規
烈
－
7

設
ケ
ル
コ
ー
弓
得
ル
つ
～

M
庄
条
例
規
則
ハ
一
定
ノ
公
布
式
一
一
絞
り

J

公
布
ス
ル
コ
ト

台
湾
区
同
制
申
火
山
引
は
、

l
f
A
と
ρ十
一
見
む
権
利
義
信
に
つ
い
て
の
日
比
心
が
み
の
り
、
さ
ら
に
区
山
の
条
例
制
定
権
（
一

1
j
一

モ正

H
t

－
／
い
う
制
以
が
あ
る
）

1
4
礼
別
制
ハ
じ
権
が
認
め
、
つ
れ
た
｝
「
九
川
汚
府
制
攻
uh

（

U
弟
一
、
第
四
に
も
同
似
た
す
、
門
が
為
る
r
J
A

一
回
会
議
案

の
「
市
制
叫
が
、
「
同
区
制
叩
片
山
明
」
に
お
い
て
も
同
様
の
規
定
ぷ
凡
ら
れ
る
じ
紋
地
主
同
体
、
山
県
に
つ
い
と
は
、

同
の
会
議
と
も
同
工
協
に
関
す
る
中
島
%
か
な
か
っ
た
c

こ
う
し
亡
、

二
凶
の
会
一
設
や
一
向
け
て
、

円
F

ど
は
じ
め
と
す
る
総
加
ワ
析
官
僚
は
、

級
同
地
方
同
体
に
目
治
体
と
、
）
亡
の
権
阪
J

す
い
い
い
ワ
ト
ー
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
戸

持
制
に
、
作
い
泊

U
間
外
に
官
官
周
諮
問
機
問
中
氏

FfuvyJ
で
あ
る
ο

リ日

ょ
J
h選
諮
問
機
凶
の
地
方
協
議
公
の
ム
ピ
宣
を
認

〉
：
0

1

J
J
i
l
 

ず
は
、
諮
問
機
関
心
む
礼
J
V
一
山
県
参
事
会
」
「
位
打
礼
会

と
川
尻
心
3

2

1

0

t
i
日
本

iズ

川
明
訂
円
議

月

ム日」
1

川一ハペ川川笠一ムム」

は
、
府
一
壮
、

ぽ
T
J庁
h
比の

－J
f

l

y

一
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

、
一
諮
問
ス
ヘ
キ
争
反
ハ
大
変
次
ノ
釘
ク
ス
凡

一cd
一

諮
問
事
一
明
に
つ
い
て
は
間
不
主
義
を
採
用
す
る
と
ぷ
わ
れ
る
0

1

川市川ハ会事会
i

ば
白
川
ノ
公
い
い
八

「
諮
問
二
凶
七
ン
ム
リ
ゴ
一
」

手
務
二
付
知
事
ノ
諮
問
川
三
U
セ
ン
ム
ル
為

と
ト
ー
っ
期
｛
モ
ん
ら
み
を
有
す
る

ノ
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ιし
し
の
工
え
ノ
に
、

I
八
一
よ
八
ι小
川
月
の
「
良
案
」
に
あ
る
卜
織
地
L
A
M川
体
に
悶
「
る
4
4呂
憐
沼
は
、

川
叫
払
「
一
州
日
は
の
も
と
で
、
上
級
地
l
ハザ

団
体
の

－
j

、
l
’
 よ
い
も
円
山
え
、
台
湾
治
方
制
支
主
体
に
及
、
山
政
手
構
惣
に
川
上
げ
り
れ
た
む
さ
あ
る
～
こ
れ
主
で
議
論
主
且
ね
て
き
↓

Lf地
ん

日
体
の
法
人
柄
引
F
h
ワ
乙
（
n
w
λ
諮
問
際
関
心
ぷ
壱
乙
い
う
毛
市
久
な
改
苧
ー
ヴ
に
対
し
て
は
、
本
倒
的
自
修
王
子
山
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、

月
九
円
に
的
介
制
度
改
｝
中
一
氏
の
大
阿
川
い
と

L
て
決
定
さ
れ
た
。

六11九fド＂＂＇＇宅地 )Jf制定の成ν湿科（

；i
v

羽
衣
の
台
湾
で
は
、
厄
f
パ
心
パ
ム
山
の
山
代
史
古
前
る
川
崎
討
、

J
一
生
子
と
実
r
疋
り
2
f
ー
と
で
は
珂
併
が
ω忙
な
る
F

誤作ん
r
f者
の
干
泰
川
パ
氏
山
山
、
γ

十八三

k
年
の
改
草
が
雪
わ
め
て
十
P

J

人
ア
（
な
も
の
で
あ
コ
に
川
市
、
一
沿
い
片
山
門
出
同
休
」
－
い
日
「
与
え
方
H

川
凶
行
内
治
汀
以
ン
ヌ

r

J
」
の
川
J

入
口
J

ヘU

A
h
M

史
上
初
た
て
む
吟
一
1

」
で
あ
七
、
新
た
に
北
む
L
T地
方

h
孜
〈
一
れ
が
戦
後
人
行
部
心
地
ト
ハ

J

釈
は
の
発
尽
に
少
な
，
、
な
い
応
部
門
U

乞
及
川
比
一
〆
て
し

た、

L

L
う
一
札
代
品
門
出
店
μυ

ハ
ハ
ム
じ
に
に
お
け
令
主
要
刊
か
指
摘
〆
て
い
る
一
「
？
れ
日
山
刑
川
川
urい
け
制
度
岐
川
」
ァ
口
出
J
円
滑
吏

Y
ヘバ
ih一
刑
日
汁
汚
法

弘
史
研
究
的
方
法
一

ι主
将
文

f
、
仁
〆
へ

4
、
八
1

ハ
Rh
つ
よ
び
八
九
良
、
忌
川

J

五
、
行
政
法
J7
巨
C
M
徐
烹

JEえ
は
、
戦
／
恰
ι
L
A川の

h】ん

門］治日目
i
i
へ
万
に
深
夜
え
「
れ
て
い
な
い
こ
！
）
王
子
山
円
九
位

ν
な
が
ら
も
、
ム
じ
が

τγ
川
山
支
掠

L
P」
地
方
川
以
山
川
U
E内
三
日
九
五
二
年
代
一
字
、
J
子
会
二
と

が
戸
き
一
心
一
」
二
十
一
川
ケ
ハ
U
出
之
阿
古
叫
ん
川
、
地
リ
制
度
法
』
新
ιf
川
出
版
、
一
一
〉
づ
一
ー
ヘ
介
、
八
九

j

一、参

m

L
一
述
ヘ
て
い
匂
ュ
↓
c
h
ん
、
市
先
制
氏
心

「
地
方
一
治
法
一
三
見
守
河
、
一
ハ
）
ハ
〉
九
つ
｝
も
一
氏
〕
川
ィ
地
ん
ハ
山
法
制
之
ぜ
史
と
レ
、
フ
ハ
？
の
蛇
却
も
し
ん
目
半
許
可
乙

L
て
し
吃
こ
の

よ
う
に
、

fh汚
世
万
山
ム
い
ヘ
リ
登
山
ん
が
戦
役
か
ム
的
士
っ
た
と
祝
日

J
J
勾
が
実
ハ
バ
法
J
U月
解
で
あ
る
ー
一
一
之
に
口
山
川
公
更
の
諸
先
羊
に
拘
慌
さ

札
、
い
F

ヲ
k

y

〕
で
も
ゐ
9
0
H
V
、
十
ア
応
は
、
ほ
役
目
ハ
九
九
十
辺
，
ト
〕
4

バ
川
出
（
υ長
訟
法
川

ω
な
h

J

ム
ド
吋
詞
に
い
い
〕
方
白
山
、
u
怯
中
ん
今
一
求
山
J
h
w
p

一いト

ホ
い
り
も
、
む
v
F
ノ
、
一
血
方
問
先
一
の
品
生
ー
を
お
げ
h

！十ヘ

L
九

ι池
l
h
勾
引
灯
、
の
ム
制
定
冶
畑
作
を
市
町
〉
か
に
す
ム
ハ
士
、
日
τ
計
三
一
汚
池
方
！
三
旧
制
度

と
に
h
Q
f
q
i
も
の
で
あ
？
ノ
J
rイ
」
一
L
L
7？
七
よ
品
川
い
、
汁
汚
泡
方
制
ほ
の
悦
本
在
、
る
「
弘
一
方
制
麦
法
L

は
、
九
九
四
与
の
「
官
同
市
川

治
法
一

t

i
一
川
陪
川
U
口
治
法
一
L

千九十

N
的
に
改
正

L
、
主
や
戸
二
九
九
ん
も
午
1

月
九
口
～
～
リ
弐
に
～
r
エ
旬
さ
れ
る
こ
j
に
主
っ
た
ι

一
コ
ィ
古
林
三
U
A

ム
7
一ω抗
忠
一
勧
史
川
川
ιん
へ
川
川
士
山
川
板
、
コ
（
一
一

L
ア
H
7
L
J
百
P
J
U
〈参

mt

？
？
山
一
時
正
己
総
力
戦
、
r
7、U
可
P

I

M

L
小
量
い
持
、

k
九

六

刊

一

凶

戸
I

（）

ヘ4
）
川
μ
口
ぷ
ノ
～
出
「
L
M
R仙
川
14
一
日
川
に
お
り
司
ム
匂
内
地
・
付
制
民
計
九
］
汚
統
、
旧
民
小
山
比
較
研
ノ
九
九
（
ん
日
f

代
の
地
ん
告
度
U

乞
焦
点
一
す
る

凶
一
以
絞
竹
下
現
ー
か
り
一
一
成
能
活
何
等
調
一

1
不
村
会
と
法
律
学
位
史
、
引
ノ
ド
仏
、
長
長
」
本
計
前
辻
、
一
J
C
n八
ふ
」
九
一
刀
｛
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ん
六
日
北
ノ
阿

J

ご
J

一
十
小
路
I
1
川
、
人
止
ハ
比
七
戸
J

じ
－
、
取
口
小
市
役
～
川
烈
九
一
F
h
A
弓
訟
は
戸
川
別
代
政
お
屯
方
引
か
に
附
ア
動
グ
る
ご
と
L

d

り
へ
「
人
半

μ
／l
z

七
H

7rι13
一
い
は
り
部
勤
品
川
バ
汀
ノ
凶
／
円
、
時
事
務
弓
つ
司
J

門
出
火
保
台
湾
文
以
俗
所
琉
一
官
J
h
総
督
山
町
宗
主
主
一
一
冊
目
託
手
、
主
門
J

混
一
、
明
日
牛
、
経
ぃ
青
山
川
帯
一
院
し
い
に
転
手
一

F
る
～
で
、
約
二
一
帆
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